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はじめに

登録商標について
アイコム株式会社、アイコム、 、 は、アイコム

株式会社の登録商標です。

WAVEMASTERは、アイコム株式会社の登録商標です。

Windowsは、米国Microsoft Corporationの米国およびその

他の国における登録商標です。

本文中の画面の使用に際して、米国Microsoft Corporationの

許諾を得ています。

Macintosh、Mac OSは、米国Apple Computer, Inc.の登録

商標です。

Netscape Navigatorは、Netscape Communications

Corporationの商標です。

その他、本書に記載されている会社名、製品名は、各社の商標

および登録商標です。

このたびは、本製品をお買い上げいただきまして、まこ
とにありがとうございます。
本製品は、無線LAN機能を備えた屋外型WIRELESS

ACCESS POINTです。
ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みいただき、

本製品の性能を十分発揮していただくとともに、末長くご
愛用くださいますようお願い申し上げます。



はじめに

ユーザー登録について
本製品のユーザーサポート用愛用者カードに必要事項をご記入

いただき、必ずご返送ください。

ご返送いただけない場合、サポートサービスをご提供できませ

んのでご注意ください。

本製品の概要について
◎アルミダイキャスト製の防水構造JIS保護等級４相当(防まつ

形)を採用していますので、屋外への設置に最適です。

◎本体およびケーブルは対油構造になっていますので、工場な

ど油脂分の多い環境でも設置できます。

◎道路を隔てて隣接するような建物間で無線LANと有線LANの

環境を融合するネットワークの構築が簡単に実現できます。

◎電波方式として直接スペクトラム拡散方式を採用しています

ので、雑音や妨害に強く、データの安定性、秘匿性に優れて

います。

◎１１Mbpsの通信速度に対応した無線アクセスポイント通信、

および10BASE-T、100BASE-TXによる有線LAN通信に対

応しています。

◎近距離に位置する部屋や隣接する建物間でネットワークケー

ブルの敷設が困難な場合、本製品を対向に設置することで、

有線LANどうしを無線でブリッジ接続できます。また、無線

アクセスポイントとしても使用できます。

◎本製品の設定は、すべてWWWブラウザから行えます。

◎MACアドレス登録やWEP機能による暗号化処理など、高度

なセキュリティー機能により、データの安全性を確保します。

◎財団法人　テレコムエンジニアリングセンターの技術基準適

合証明を取得していますので、無線局の免許は不要です。



はじめに

取り扱い上のご注意
◎本製品は、AC１００V専用です。
それ以外の電源電圧では使用できません。

◎動作中に接続ケーブルなどが外れたり、接続が不安定になる
と、誤動作の原因になります。コネクターをしっかり接続し
て、動作中は、コネクターの接続部に触れないでください。

◎コンピューターおよびその他の周辺機器の取り扱いは、それ
ぞれに付属する取扱説明書に記載する内容にしたがってくだ
さい。

◎本製品を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことが
あります。このようなときは、本製品を、妨害を受けている
機器からできるだけ離して設置してください。

◎本製品に付属するUtility Software ディスク(ファームウェ
アアップデート用ユーティリティー)は、本機専用ですので、
本機以外の製品で使用しないでください。

◎本製品の設定データファイルや弊社ホームページより提供さ
れるファームウェアアップデート用データファイルを、本製
品以外の機器に組み込んだり、改変や分解したことによる障
害、および本製品の故障、誤動作、不具合、破損、データの
消失あるいは停電などの外部要因により通信、通話などの機
会を失ったために生じる損害や逸失利益または第三者からの
いかなる請求についても弊社は一切その責任を負いかねます
のであらかじめご了承ください｡

◎本書の著作権およびハードウェア、ソフトウェアに関する知
的財産権は、すべてアイコム株式会社に帰属します。

◎本書の内容の一部または全部を無断で転用することは、禁止
されています。

◎本書およびハードウェア、ソフトウェア、外観の内容につい
ては、将来予告なしに変更することがあります。



はじめに　

電波法上のご注意
※本製品の使用は、日本国内に限られています。
本製品は、日本国内での使用を目的に設計・製造されていま
す。日本国外で使用された場合、本製品およびその他の機器
を破壊するおそれがあります。また、その国の法令に抵触す
る場合があります。

※無線通信LANカードは、端末機器の適合認定を受けた弊社製
品を、ご使用ください。

上記以外の無線通信LANカードを使用して、公衆電話回線に

接続することは、法律で禁じられています。

カード本体には、右図のような技適

証明マークと技適証明番号および認

定番号が印刷されたシールが貼られ

ていることを確認してからご使用く

ださい。

本製品のシリアルナンバーシールに

は、右図のようなマークが印刷され

ています。

ご使用の前に、必ず次ページの｢電波

干渉に関するご注意｣をお読みくださ

い。
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情報処理装置等電波障害自主規制について
この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会(VCCI)の

基準に基づくクラスA情報技術装置です。この装置を家庭環境

で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合

には使用者が適切な対策を講ずるように要求されることがあり

ます。
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電波干渉に関するご注意
この機器の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業・科学・医

療用機器のほか工場の製造ライン等で使用されている移動体識

別用の構内無線局(免許を必要とする無線局)および特定小電力

無線局(免許を必要としない無線局)が運用されています。

１.この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局

および特定小電力無線局が運用されていないことを確認して

ください。

２.万一、この機器から移動体識別用の構内無線局に対して電波

干渉の事例が発生した場合には、速やかに使用周波数を変更

するか、または電波の発射を停止した上、下記連絡先にご連

絡いただき、混信回避のための対処等(例えば、パーティシ

ョンの設置など)についてご相談してください。

３.その他、この機器から移動体識別用の特定小電力無線局に対

して電波干渉の事例が発生した場合など、何かお困りのこと

が起きたときは、次の連絡先へお問い合わせください。

連絡先：アイコム株式会社 サービス課 ０６-６７９２-４９４９

無線通信チャンネルについて
本製品のチャンネル(☞ Ｐ１３、Ｐ４４)の設定を１４チャンネル以

外でご使用になるときは、次に示す｢電波干渉に関するご注意｣

を必ずお読みください。



はじめに

標準構成品

qAP-1100H(Ethernet ケーブル：５m) …………………1台

w無指向性アンテナ ……………………………………………1本

e本体固定用プレート …………………………………………２枚

r六角ボルト(M6×10)※本体固定用プレート用………………４個

tUボルト ………………………………………………………２個

yマストクランプ ………………………………………………２個

u平ワッシャー(M6) …………………………………………８個

iSワッシャー(M6)……………………………………………８個

oナット(M6) …………………………………………………４個

!0六角ボルト(M6×50) ………………………………………４個

!1Utility Softwareディスク…………………………………２枚

◎ユーザーサポート用愛用者カード

◎取扱説明書

◎保証書
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平面アンテナタイプを
お買い上げの場合は、
無指向性アンテナは付
属しません。
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1 安全上のご注意

1

¡ここに示した注意事項は、使用者および周囲の人への危害や財産への損害を未然に
防ぎ、製品を安全に正しくお使いいただくために､守っていただきたい事項を示して
います｡

¡次の『R警告』『R注意』の内容をよく理解してから本文をお読みください。
¡お読みになったあとは、いつでも読める場所へ大切に保管してください。

■WIRELESS ACCESS POINT について

R 警 告
下記の記載事項は、これを無視して誤った取り扱いをすると

「使用者および周囲の人が、死亡または重傷を負う可能性が想定

される内容」を示しています。

◎雷が鳴り出したら、機器やアンテナ、
ACコードには、絶対にさわらないで
ください｡
感電事故の原因になります｡

◎万一、煙が出ている、変なにおいがす
る、変な音がするなどの異状があった
場合は、使用を中止してください｡
そのまま使用すると､火災、感電、故
障の原因になります｡
すぐに、本製品のACコードを接続し
ているコンセントから抜いて、その他
のケーブル類を取り外してください。
煙が出なくなるのを確認してからお買
い上げの販売店、または弊社営業所サ
ービス係に連絡してください。

◎下記の事項を守らないと、火災、感
電、故障の原因になります。
¡ACコードや接続ケーブルを抜き差
しするときは、必ずプラグの部分
を持って行ってください。

¡指定以外の付属品、および別売品
は使用しないでください。

¡本製品を指定以外の機器に接続し
て使用しないでください。

¡製品の分解や改造は、絶対にしな
いでください。また、ご自分で修
理しないでください。

◎強度の不足する場所には、設置しない
でください。
振動や風などの影響を受けて落下し、
けがや故障の原因になります。

◎人の通行をさまたげる場所に設置しな
いでください。
アンテナに接触したりしてけがの原
因になります。

◎送電線や配電線の近くに設置しないで
ください。
アンテナが送電線や配電線に触れ、
ショートや発熱により感電や火災の
原因になります。

◎本製品を使用中は、ぬれた手で本製品
に触れないでください。
感電の原因になります。

◎ACコードや接続ケーブルを加工した
り、無理に曲げたり、ねじったり、引
っ張ったり、加熱したりしないでくだ
さい。
傷ついて破損し、火災、感電、故障の
原因になります。

◎ACコードや接続ケーブルの上に重い
ものを載せたり、挟んだりしないでく
ださい。
傷ついて破損し、火災、感電、故障の
原因になります。

◎赤ちゃんや小さなお子さまの手が届か
ない場所で使用、設置してください。
感電、けがの原因になります。

安全にお使いいただくために、必ずお読みください。
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安全上のご注意 1

1

R 注意
下記の記載事項は、これを無視して誤った取り扱いをすると

「人が傷害を負う可能性が想定される内容、および物的損害だけ

の発生が想定される内容」を示しています。

◎テレビやラジオの近くで使用しないで
ください。
電波障害を与えたり、受けたりする原
因になることがあります。

◎落としたり、強い衝撃を与えたりしな
いでください。
けが、故障の原因になることがありま
す。

◎近くに雷が発生したときは、ACコー
ドをコンセントから抜いて、ご使用を
お控えください。
ケーブルの接続や切断、また製品の導
入や保守の作業もおやめください。
火災、感電の原因になることがありま
す。

◎結露するような場所で使用しないでく
ださい。低温の環境から高温の環境に
急に移動した場合、結露するおそれが
ありますのでご注意ください。
変形、変色、火災、故障の原因になる
ことがあります。
結露した場合、乾燥させるか、長い間
同じ環境に置いて、完全に結露がとれ
てから、ご使用ください。

◎長時間、使用しないときは、安全のた
めACコードをコンセントから抜いて
ください。
発熱、発火、故障の原因になることが
あります。

◎清掃するときは、シンナーやベンジン
などを絶対使用しないでください。
ケースが変質したり、塗装がはげる原
因になることがあります。普段はやわ
らかい布で、汚れのひどいときは水で
薄めた中性洗剤を少し含ませてふいて
ください。

◎ぐらついた台の上や、傾いたところな
ど、不安定な場所に置かないでくださ
い。
落ちたり、倒れたりして火災、けが、
故障の原因になることがあります。

◎強度の不足する部材や腐食しやすい部
材へは取り付けないでください。
落下して、けが、故障の原因になる
ことがあります。

◎分解しないでください。
けが、感電、故障､電波障害の原因に
なることがあります。

◎足場の不安定なところで、設置工事を
しないでください。
倒れたりして、けがの原因になるこ
とがあります。

◎上に乗ったり、重い物を載せたり、挟
んだりしないでください。
故障の原因になることがあります。

◎湿気やホコリの多い場所、風通しの悪
い場所には設置しないでください。
故障の原因になることがあります。

◎直射日光のあたる場所や、エアコンの
吹き出し口など、温度変化の激しい場
所では使用しないでください。
変形、変色、火災、故障の原因になる
ことがあります。

◎説明とは異なる接続をしないでくださ
い。また、本製品への接続を間違えな
いように十分注意してください。
故障の原因になることがあります。

◎強い磁界や静電気の発生する場所、温
度、湿度が、取扱説明書に定めた使用
環境を超えるところでは使用しないで
ください。
故障の原因になることがあります。



2 各部の名称と機能

3

｢設定初期化モード｣(☞ P６１)または｢Utility使用データ更

新モード｣(☞ P６８)で動作させるとき使用します。

本製品を電源投入時の状態(再起動)にします。

※ACコードを接続しなおしても、同じ状態になります。

本製品に電源が供給されると、点灯します。

¡高速点滅中：｢Utility使用データ更新モード｣で動作

¡低速点滅中：｢設定初期化モード｣で動作

本製品へのLAN接続が正常であるとき、点灯します。

¡緑色：無線LAN接続時および通信中は点灯

※無線通信の異常、またはすべての無線端末の無通信状

態や無線伝送エリア外に移動するなど、そのような状

態が１～２分続くとランプが消灯します。

¡赤色：有線LAN接続時は点灯、通信中は点滅

※Ethernetケーブルの接続を認識できないときは、消

灯しますので、ネットワーク機器への接続に誤りがな

いことを確認してください。

¡橙色：無線と有線LANが両方接続されたとき点灯、

有線端末が通信中は点滅

本製品と有線LAN(HUB)との接続に使用します。

ケーブルは、ストレート結線です。

家庭用のACコンセントに接続します。

付属品のアンテナを接続するコネクターです。

q [INIT/MODE]

スイッチ ……………

w [RESET]スイッチ …

e [PWR]ランプ ………

r [LAN]ランプ ………

tEthernetケーブル …

yACコード ……………

uアンテナコネクター…

e
u

r t y

q w操作パネル�
�
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【マストへ固定する場合】………………………………………………………8
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この章では、本製品を設置するうえで、考慮していただきたいことや必要な機器
類との接続のしかたについて説明しています。
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設置と接続について3

3-1 設置場所 本製品の設置条件は以下のとおりです。

◎なるべく見通しの良い(高い)場所に設置してください。

◎振動が無く、落下の危険がない安定した場所に設置し

てください。

◎次のような条件では、十分な性能を発揮できないこと

がありますので避けてください。

¡相手方とを結ぶ直線上で、本製品のごく近くに障害

物があるとき

¡近くに強い電磁波を放射する電波塔や送電線などが

あるとき

¡近くに金属製の壁などがあり、電波を反射するとき

¡本製品どうしやほかの製品と近づきすぎていて、お

互いの電波が干渉しあうようなとき

◎その他、以下のことを考慮して、設置してください。

¡床には鋼製の梁が入っていることがあり、また金属

製防火材が埋め込まれていることもあります。その

ため多くの場合、違う階どうしでは通信できません。

¡壁やガラスは電波を通しますが、金属は通しません。

コンクリートの壁でも、金属補強材が中に埋め込ま

れていて、電波を遮断するものがあります。

¡同一ネットワーク上の使用部品やEthernetケーブル

は、すべてカテゴリー３以上をご使用ください。ま

た、有線LAN側が100BaseTXの場合は、カテゴ

リー５以上をご使用ください。

グレードが違うケーブルが混在すると、最も低いグ

レードのケーブルを全体に使用したときと同様の性

能になります。

¡本製品とHUBを接続するEthernetケーブルの配線

距離(総延長)は、１００m以内にしてください。

【ご参考】
伝送距離は、設置場所によ
って多少異なりますが、ア
クセスポイント機能をご使
用の場合、以下の見通し距
離を参考に設置してくださ
い。
約８０m(室内空間)
約３００m (オープンスペ
ース)

※環境によっては伝送距離
が変化することがありま
す。

【ご注意】
設置条件によっては、混信
や電波干渉などが発生し、
通信範囲や速度に影響しま
す｡
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設置と接続について 3

3

¡アンテナ指向特性(垂直面)

本製品のアンテナは、垂直方向に左図のような指向特性

があり、通信相手とアンテナの高さが大きく異なると、

通信距離が短くなることがあります。

※水平方向には指向性がありません。

�
最大通信距離：300 m�

�

設置例

本製品のビル間通信機能をご使用の時は、以下の条件も

併せてご覧ください

◎道路や河川を隔てて隣接するような建物間で、なるべ

く高い位置に設置してください。

◎通信相手との距離は、見通しで300m以内になるよう

に設置してください。

◎通信相手と同じ高さになるように設置してください。

◎設置予定の位置から、相手方を結ぶ直線上に大きな障

害物があったり、一時的な障害物の移動によって通信

障害を起こすことがないかを調査してください。

■ビル間通信機能

【工事について】
設置工事の際の建造物の破
損、高所や足場の悪い場所
での作業による製品の落下
やけがをしたことによる損
害、またその他どんな場合
においても、当社は責任を
負いませんので、あらかじ
めご了承ください。なお、
高所や足場の悪い場所に取
り付ける必要のある場合は
危険が伴いますので、必ず
専門業者にご相談ください。
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設置と接続について3

3-2 本体設置方法 本製品を壁面や棚などに固定するときは、次の図を参考

に付属の固定用金具を取り付けてからご使用ください。

1.本体固定用プレートの取り付け

【壁面パネルへ固定する場合】

本製品に接続されたACコードや接続ケーブルが、人体

に触れるおそれのない場所に固定してください。

2.本製品を固定する

六角ボルト�
M6×10�
(付属品)�
�

ＳワッシャーM6�
(付属品)

平ワッシャーM6�
(付属品)

本体固定用�
プレート(付属品)

壁面�

六角ボルト�
M6×50�
(付属品)

アンテナ�
コネクター�

ＳワッシャーM6(付属品)

平ワッシャーM6(付属品)

ナットＭ6(付属品)
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設置と接続について 3

3

【マストへ固定する場合】

3-3 アンテナの接続 無指向性アンテナのN型コネクターと本製品のアンテナ

コネクターを、図のように奥まで締め込みます。

【ご注意】

アンテナ部分に塗装を

しないでください。
塗料に含まれる金属成分の

影響で電波が弱まり、十分

な性能を発揮できなくなり

ます。

Ｕボルト(付属品)

マスト�
(市販品)

マストクランプ(付属品)

操作パネル側�

ＳワッシャーM6(付属品)

平ワッシャーM6(付属品)

ナットＭ6(付属品)

無指向性アンテナ�
(付属品)

アンテナコネクター�

Ｎ型コネクター�

AP-1100H
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設置と接続について3

3-4 周辺機器の接続 工場出荷時の状態で、本製品を稼働中のネットワーク

に接続すると、IPアドレスの競合など、不測の事態を

招くおそれがあります。

本製品の設定については、｢AP-1100Hの設定｣

(6章☞ P２８)を併せてご覧ください。

※1.本製品の電源電圧は、AC１００V専用です。
※2.本製品のEthernetケーブルは、ストレート結線です。
※3.HUBのクロスポートとコンピューターを接続するEthernetケーブルは、ストレー

ト結線の使用を前提に説明しています。

※4.無線端末に装着する無線通信LANカードは、11Mbps対応弊社製無線通信LANカ
ードを装着してください。(Macintoshは、無線端末としてご利用になれません。)

※5.アンテナ部分に塗装をしないでください。
塗料に含まれる金属成分の影響で電波が弱まり、十分な性能を発揮しなくなります。

コンピューター�

コンピューター�＝   　×　   ×  　 ×　   ×�

HUB(市販品)

ACコンセント�

ACコード�
�

Ethernet ケーブル�
(ストレート結線)

※3

※4

※5

※2

※1

無線通信�
LANカード�

無線通信�
LANカード�

100V



第4章AP-1100Hの無線機能

4-1.無線アクセスポイント機能 ……………………………………………………11

4-2.ローミング機能 …………………………………………………………………12

4-3.ビル間通信機能 …………………………………………………………………13

この章では、無線ネットワークを構築するうえで、知っておきたい無線による接
続形態やそのときの制約事項ついて説明しています。

10
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AP-1100Hの無線機能4

本製品が無線ネットワークを構築するための接続形態と

して、次の３通りがあります。

¡無線アクセスポイント機能

¡無線通信端末とのローミング機能

¡ビル間通信機能

【おことわり】

Macintoshは、無線端末としてご利用になれません。

4-1 無線アクセスポイント機能

無線アクセスポイント機能とは、無線端末どうし、また

はEthernetで本製品に接続された端末と無線端末が、本

製品を介してワイヤレス接続するLANの接続形態です。

※同時に使用できる無線端末の台数は、最大で２５６台で

すが、１０台以下でのご使用をお勧めします。

AP-1100H

有線LAN

無線LAN

２５６台まで収容可能�

無線伝送エリア� 無線伝送エリア�

Ethernet LANEthernet LAN

■概念図

【ご参考】
伝送距離は、設置場所によ

って多少異なりますが、ア
クセスポイント機能をご使
用の場合、以下の見通し距
離を参考に設置してくださ
い。
約８０m(室内空間)
約３００m (オープンスペ
ース)

※環境によっては伝送距離
が変化することがありま
す。
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AP-1100Hの無線機能 4

4

4-2 ローミング機能 本製品をEthernet上に無線伝送エリアが重なるように複

数設置することで、無線端末は複数の無線伝送エリアに

またがって移動しながらの通信が可能になり、無線伝送

エリアを拡大します。

◎上図のような場合、本製品のどれか１台だけDHCPサ

ーバ機能の設定を有効にしておくと、IPアドレスの重

複を回避できます。

◎本製品どうしの接続は、Ethernetケーブルを使って

HUBを介してカスケード接続してください。

◎ローミングエリアを含め、無線LANの端末は、有線

LANの端末と同じネットワークグループとして動作

します。したがって、ローミング機能の使用時は、ル

ーティングモード(☞ P３９)を使用できません。

◎ローミングエリア内で通信を行うすべての無線端末

は、[ESS ID]の設定をすべて同じにしてください。

設定が異なると通信できません。

◎電波干渉を避けるため、｢チャンネル｣を変更するとき

は、相手側の無線アクセスポイントのチャンネルから

4つ以上飛ばして設定してください。

それ以下のときは、次ページの図(無線チャンネルの

帯域)に示すように帯域の1部が重複するため混信する

可能性があります。

例えば、お互いの設定が、1-6-11チャンネルに設定

すると混信しません。(■無線チャンネルの帯域参照)

……………………………………………次ページにつづく

■概念図

■設定時のご注意

Ethernet LAN

無線伝送エリア�

移動� 移動�

移動すると�
切り替わる�

移動すると�
切り替わる�

AP-1100H

11Mbps対応�
弊社製無線通信LANカード�
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AP-1100Hの無線機能4

4-3 ビル間通信機能 ビル間通信機能とは、対向する本製品どうしがワイヤレ

ス(Bridge)接続することで、お互いの有線LANを無線

で接続するネットワーク形態です。

※同時に使用できる本製品の台数は最大最大で３２台で

すが、１０台以下でのご使用をお勧めします。

無線伝送エリア� 有線LAN

Ethernet LAN

Ethernet LAN

Ethernet LAN

■概念図

32台まで 256台まで

2400 2410 2420 2430 2440 2450
周波数(MHz)

2460 2470 2480 2490 2500

1チャンネル�

2チャンネル�

3チャンネル�

4チャンネル�

5チャンネル�

6チャンネル�

7チャンネル�

8チャンネル�

9チャンネル�

11チャンネル�

12チャンネル�

13チャンネル�

14チャンネル�

10チャンネル�

4-2 ローミング機能 (つづき)

■無線チャンネルの帯域



第5章コンピューターの設定

この章では、有線LAN接続で必要なプロトコルをコンピューターにインストール
する手順ついて説明しています。なお、無線アクセスポイント機能を使用して接
続するコンピューターへのプロトコルのインストールについては、弊社製無線通
信LANカードに付属する取扱説明書をご覧ください。
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5-1 コンピューターをEthernetでつなぐには

Ethernetケーブルを[Ethernet]ポートに接続してコンピューターと本製品をつなぐ場
合の設定のしかたを説明します。

ステップ1 Ethernetカードをコンピューターに装着する

ステップ2 TCP/IPを設定する

ステップ3 WWWブラウザを用意する ━━━━━━━━━━━20

■Ethernetカードを用意する
ご使用のコンピューターに[Ethernet]ポートがあることを確認してください。

[Ethernet]ポートがないコンピューターの場合は、Ethernetカードを取り付ける必要

があります。

コンピューターやEthernetカードに付属する取扱説明書にしたがって、取り付けてく

ださい。

また、本製品とコンピューターの接続は、無線LANを使って行うこともできます。

■TCP/IPプロトコルを使えるようにする
本製品と通信を行うコンピューターすべてに｢TCP/IP｣というネットワークプロトコル

モジュール(ドライバー)をインストールしておく必要があります。

ドライバーのインストールは、ご使用のEthernetカードに付属する取扱説明書を参考

に行ってください。

【Windows Meの場合】

1.マウスを〈スタート〉→[設定(S)]→[コントロールパネル(C)]→[ネットワーク]アイコ

ンの順番に操作します。

2.｢ネットワーク｣画面の中に｢TCP/IP｣、｢Microsoft ネットワーククライアント｣が表

示されていることを確認します。

表示されていないときは、｢TCP/IP｣のインストールに失敗している可能性がありま

すので、もう一度、ご使用のEthernetカードに付属する取扱説明書をご覧ください。

※｢ネットワーク｣画面の中に、複数のネットワークアダプターが一緒に組み込まれて

いる場合、下記の画面で本製品の｢TCP/IP｣プロトコルの表記は、｢TCP/IP->ご使

用のEthernetカードの名称｣で表示されますので、これを確認してください。

15

コンピューターの設定5
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コンピューターの設定 5

3.｢TCP/IP｣→〈プロパティ(R)〉の順番にクリックします。

確認

クリック2.

クリック1.

■TCP/IPプロトコルを使えるようにする【Windows Meの場合】(手順2.つづき)

5
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コンピューターの設定5

5-1 コンピューターをEthernetでつなぐには

■TCP/IPプロトコルを使えるようにする(つづき)

4.[IPアドレスを自動的に取得(O)]のラジオボタンをクリックして選択してから、〈OK〉

をクリックします。

クリック1.

5.再起動を促す画面が表示されたら、〈はい(Y)〉をクリックします。

再起動後、設定された内容が有効になります。

クリック2.

クリック
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コンピューターの設定 5

【Windows 2000の場合】

1.設定に使用するコンピューターを起動します。

¡Windows 2000への｢ログオン｣画面を表示します。

2.Administrator権限でログオンします。

3.コンピューターが起動したら、〈スタート〉→[設定(S)]→[ネットワークとダイヤルア

ップ接続(N)]→本製品を接続するEthernetカードの名称が表示された[ローカルエリ

ア接続]アイコンの順番にマウスを操作します。

4.〈プロパティ(P)〉をクリックします。

ダブルクリック

クリック

5
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5-1 コンピューターをEthernetでつなぐには

■TCP/IPプロトコルを使えるようにする【Windows 2000の場合】(つづき)

5.｢インターネットプロトコル(TCP/IP)｣が表示されていれば、その中から｢インターネ

ットプロトコル(TCP/IP)｣→〈プロパティ(R)〉の順番にクリックします。

クリック1.

クリック2.

確認1.

6.[IPアドレスを自動的に取得する(O)]のラジオボタンが選択されていることを確認し
てから、〈OK〉をクリックすると、設定された内容が有効になります。

クリック2.
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【Mac OSの場合】

1.設定に使うコンピューターを起動します。

2.コンピューターが起動したら、[アップルメニュー]→[コントロールパネル]→

[TCP/IP]の順番にマウスを操作します。

3.[経由先]を｢Ethernet｣、[設定方法]を｢DHCPサーバを参照｣に設定します。

4.タイトルバー上のクローズボックスをクリックします。

¡画面が閉じて、設定画面が保存されます。

選択1.

クリック3.

選択2.

■WWWブラウザを用意する
本製品の設定は、WWWブラウザを使って行います。

WWWブラウザとして、Microsoft Internet Explorer4.0以降、またはNetscape

Navigator4.0以降が必要です。

すでにWWWブラウザをお使いの場合は、ご使用のバージョンを確認してください。

【ご参考】
ネットワークの設定を変更すると、設定以前の内容は消去されます。

【おことわり】
上記の手順は、MacOS J1-8.6で操作する場合です。

ほかのバージョンのMacOSでは、操作手順や画面が若干異なる場合がありますので、お使いのMacOS

のヘルプ等で、ご確認ください。

5



21

コンピューターの設定5

5-2 コンピューターを無線LANでつなぐには

ステップ1 無線通信LANカードをコンピューターに装着する

コンピューターを本製品に、無線アクセスポイント機能を使用して接続する場合の設定

のしかたを説明します。

対応OSは、Windows 98、Windows 98SE、Windows Me、Windows 2000です。

ステップ2 TCP/IPを設定する

ステップ3 無線通信LANカードを設定する ━━━━━━━━━26

ステップ4 WWWブラウザを用意する ━━━━━━━━━━━27

■無線通信LANカードを用意する
ご使用のコンピューターに対応する無線通信LANカードが装着できることを確認してく

ださい。

PCMCIAスロットがないコンピューターの場合は、無線通信LANカード用アダプター

(弊社製)を取り付ける必要があります。

無線通信LANカード用アダプターに付属する取扱説明書にしたがって、取り付けてくだ

さい。また、本製品とコンピューターの接続は、Ethernetを使って行うこともできます。

※弊社製Wireless LAN UNIT(SU-11)をコンピューターの[USB]ポートにつないでご

使用いただくと、本製品と無線LANによる通信が行えます。

■TCP/IPプロトコルを使えるようにする
本製品と通信を行うコンピューターすべてに｢TCP/IP｣というネットワークプロトコル

モジュール(ドライバー)をインストールしておく必要があります。

ドライバーのインストールは、ご使用の無線通信LANカードの取扱説明書を参考に行っ

てください。

【Windows Meの場合】

1.マウスを〈スタート〉→[設定(S)]→[コントロールパネル(C)]→[ネットワーク]アイコ

ンの順番に操作します。

2.｢ネットワーク｣画面の中に｢TCP/IP｣、｢Microsoft ネットワーククライアント｣が表

示されていることを確認します。

表示されていないときは、｢TCP/IP｣のインストールに失敗している可能性がありま

すので、もう一度、ご使用の無線通信LANカードの取扱説明書をご覧ください。

※｢ネットワーク｣画面の中に、複数のネットワークアダプターが一緒に組み込まれて

いる場合、下記の画面で本製品の｢TCP/IP｣プロトコルの表記は、｢TCP/IP->ご使

用の無線通信LANカードの名称｣で表示されますので、これを確認してください。
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確認

3.｢TCP/IP｣→〈プロパティ(R)〉の順番にクリックします。

クリック2.

クリック1.

■TCP/IPプロトコルを使えるようにする【Windows Meの場合】(手順2.つづき)

5
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5-2 コンピューターを無線LANでつなぐには

■TCP/IPプロトコルを使えるようにする【Windows Meの場合】(つづき)

4.[IPアドレスを自動的に取得(O)]のラジオボタンをクリックして選択してから、〈OK〉

をクリックします。

クリック1.

5.再起動を促す画面が表示されたら、〈はい(Y)〉をクリックします。

再起動後、設定された内容が有効になります。

クリック2.

クリック
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5

【Windows 2000の場合】

1.設定に使用するコンピューターを起動します。

¡Windows 2000への｢ログオン｣画面を表示します。

2.Administrator権限でログオンします。

3.コンピューターが起動したら、〈スタート〉→[設定(S)]→[ネットワークとダイヤルア

ップ接続(N)]→本製品を接続する無線通信LANカードの[ローカルエリア接続]アイコ

ンの順番にマウスを操作します。

4.本製品を接続する無線通信LANカードの[ローカルエリア接続]アイコンをダブルクリ

ックします。

ダブルクリック

クリック
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5-2 コンピューターを無線LANでつなぐには

■TCP/IPプロトコルを使えるようにする【Windows 2000の場合】(つづき)

5.｢インターネットプロトコル(TCP/IP)｣が表示されていれば、その中から｢インターネ

ットプロトコル (TCP/IP)｣→〈プロパティ(R)〉の順番にクリックします。

クリック1.

確認2.

2.

確認1.

6.[IPアドレスを自動的に取得する(O)]のラジオボタンが選択されていることを確認して

から、〈OK〉をクリックすると、設定された内容が有効になります。

クリック
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■無線通信LANカードを設定する
無線LANで接続するコンピューター(PC/AT互換機)は、次に示す項目の設定値を本製

品と同じにする必要があります。ここでは、本製品の出荷時の設定値に合わせてコンピ

ューター側の設定値を変更することを前提として説明します。

コンピューター側の設定値を変更する操作は、ご使用の無線通信LANカードの取扱説明

書をご覧ください。

[Network Mode]

無線アクセスポイントという中継装置(本製品に内蔵)と通信を行います。

コンピューター側を｢Infrastructure(インフラストラクチャー)｣モードに変更しておき

ます。

｢Adhoc(アドホック)｣モードに設定していると、本製品と通信できません。

本製品側では、ビル間通信モードの使用(Ｐ４３)を「しない」(初期値)に設定しておく必

要があります。

[ESS ID]

同じ名前を設定したコンピューターが無線ネットワーク上で同じワークグループとして

識別されます。コンピューター側の設定を｢LG｣(半角大文字)に変更しておきます。

本製品の出荷時の設定値は、｢LG｣(半角大文字)です。

[通信チャンネル]

｢Infrastructure(インフラストラクチャー)｣モードで通信を行うときは、設定しても無

効です。本製品側で設定する通信チャンネルにしたがって無線通信を行います。

[WEP機能]

無線LANで通信を行うとき、通信するデータの暗号化を行います。コンピューター側の

WEPセキュリティを｢無効｣に変更しておきます。

本製品の出荷時状態では、｢WEPキーを使用しない｣設定になっています。

【R注意】
¡Macintoshへの無線接続には、対応していません。

¡本製品に対応する無線通信LANカードをご使用ください。対応しないカードとは通信できません。

¡本製品とコンピューターに装着された無線通信LANカードの設定を両方とも同じにしてください。設

定が異なると、無線LANによる通信が行えません。

¡本製品に設定した値を正確にメモして、必ず同じ値を無線で通信するすべての機器に設定してくださ

い。

¡本製品に無線LANで接続するコンピューターから、本製品の｢通信チャネル｣、｢ESS ID｣などを変更

している途中は、一時的に無線で接続ができない状態になります。

すべての機器の設定内容が同じになれば、接続できる状態になります。

¡WEP機能を使って本製品と無線通信するには、弊社製の無線通信LANカードが必要です。

¡無線通信中に動作が不安定になる場合は、本製品やコンピューターの設置場所、向きを変えてみてく

ださい。

¡本製品の無線LANに多くのコンピューターが同時にアクセスすると、通信速度が著しく低下すること

があります。

同時に使用できる無線端末の台数は、最大で256台ですが10台以下での使用をお勧めします。
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5-3 設定時のアドバイス
◎6章(☞ P２９)で使うコンピューターの接続は、この章で説明する設定を終えたあと、

コンピューターを一旦終了(シャットダウン)してから行ってください。

◎6章を終えてから、稼働中のネットワークへ本製品を接続してください。

◎TCP/IPでネットワークを構築するときは、接続するコンピューターにIPアドレスの

設定が必要です。 (☞ P１５)

◎Windowsは起動時に、本製品からローカルIPアドレスを取得します｡

Mac OSは通信(WWWアクセスやメールアクセスなど)を開始するごとに、本製品か

らローカルIPアドレスを取得します｡

この時､本製品の電源を入れて、[DHCPサーバ機能を使用]が｢する｣に設定されてい

ることを、４０ページの画面を参考に確認してください。

◎コンピューターに、ローカルIPアドレスを割り当てようとしたとき、他のコンピュー

ター(非DHCPクライアントで、手入力でローカルIPアドレスが設定されている)が、

そのローカルIPアドレスを使用している場合、本製品は、そのローカルIPアドレスの

存在を検出しません。

◎本製品が自動で割り当てできるIPアドレスの個数は、｢ルーティングモード｣(☞ P３９)

を使用しない場合、無線LANと有線LAN合わせて５～１２８個となります。｢ルーティ

ングモード｣を使用する場合、無線LANと有線LANそれぞれに５～１２８個まで割り当

て可能です。

割り当て可能な個数は、工場出荷時、それぞれ３０個に設定されています。 (☞ P４０)

同一ネットワーク上に接続するクライアント(ワイヤレス接続のクライアントも含む)

のIPアドレスと、本製品がコンピューターに自動で割り当て可能なローカルIPアドレ

スの範囲が重ならないように注意してください。

■WWWブラウザを用意する
本製品の設定は、WWWブラウザを使って行います。

WWWブラウザとして、Microsoft Internet Explorer4.0以降、またはNetscape

Navigator4.0以降が必要です。

すでにWWWブラウザをお使いの場合は、ご使用のバージョンを確認してください。
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6-1 設定の前に ご購入後、はじめて本製品を起動するときや、全設定内

容を初期化したときは、稼働中のネットワークに接続さ

れたコンピューターは、本製品から外してください。

設定に使うコンピューターだけを本製品に有線または無

線を使って接続してください。

工場出荷時の状態で、本製品を稼働中のネットワーク

に接続すると、IPアドレスの競合など、不測の事態を

招くおそれがあります。

【おことわり】
本製品に有線で接続できる

環境をお持ちの場合、本製

品の設定は、なるべく有線

端末から行うようにしてく

ださい。

6-2 有線端末から設定するには

Å接続のしかた 図のように本製品の設定に使う有線端末と本製品だけ

を、HUBを介して接続します。

＝   　×　   ×  　 ×　   ×�

有線端末�

AP-1100H
�

HUB

【ご注意】
HUBを介して接続するとき

は、設定に使うコンピュー

ター以外は、本製品の設定

が終わるまで、接続または

起動しないでください。

Ç起動のしかた 1.上記の設定と接続が終われば、ACコードをACコンセ

ントに接続すると、電源が入ります。

¡操作パネルの[PWR]ランプが点灯します。

2.本製品の[LAN]ランプが赤色に点灯していることを確
認します。
※[LAN]ランプが点灯しないときは、本製品とHUB
との接続を確認してください。

3.本製品の設定に使用する端末を起動します。

ı有線端末の設定 本製品の設定に使うコンピューターは、｢コンピュータ

ーの設定｣(5章☞ P１４)の説明にしたがって設定されてい

るものとします。このとき、有線端末のIPアドレスは、

本製品から自動的に取得します。
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6

6-3 無線端末から設定するには

本製品に無線端末で接続する場合は、｢周辺機器の接続｣

(3-4章☞ P９)と併せてご覧ください。

Å接続のしかた

ı無線端末の設定 設定に使うコンピューターを上図のようにワイヤレス接

続するには、｢コンピューターを無線LANでつなぐには｣

(☞ 5-2章)の設定が必要です。

弊社製無線通信LANカードに付属する取扱説明書も併せ

てご覧ください。

【おことわり】
Macintoshは、無線端末と

してご利用になれません。

無線通信LANカード�

無線端末� AP-1100H

Ç起動のしかた 1.上記の設定と接続が終われば、ACコードをACコンセ

ントに接続すると、電源が入ります。

¡操作パネルの[PWR]ランプが点灯します。

2.本製品の設定に使用する無線端末だけを起動します。
¡正常に接続すると、操作パネルの[LAN]ランプが点
灯ます。

※[LAN]ランプが点灯しないときは、本製品と無線端
末の設定を確認してください。



■Windows Meの場合

DHCPサーバ機能によってコンピューターに自動で割り

当てられたIPアドレスを確認する方法について、次の

OSを例に説明します。

6-4 割り当てられたIPアドレスを確認するには

Windowsフォルダーにある｢winipcfg.exe｣というアプ

リケーションを使用します。

【起動のしかた】

1.1〈スタート〉ボタンをクリックし、[ファイル名を指定

して実行(R)]にカーソルを合わせてクリックします。

2.コマンドラインボックスに「winipcfg」と半角入力し

て、[ENTER]キーを押します｡

¡次の[IP設定]画面を表示すると、起動が完了です。

3.テキストボックスの▼をクリックして、お使いの

ETHERNETカード名を指定してから、設定値の確認

や解放または再取得の操作をします。

◎アダプタアドレス ：ETHERNETカードの

MACアドレス

◎IPアドレス ：コンピューターのIPアド

レス

◎サブネットマスク ：コンピューターのサブネ

ットマスク

【自動割り当てに失敗したら？】
コンピューターのIPアドレスのネットワーク部が、本製品のIPアドレスのネットワーク部

(192.168.0.)と異なるときは、IPアドレスの自動割り当てに失敗している可能性がありますので、ご

使用のEthernetまたは無線通信LANカードのTCP/IPプロトコルについての設定およびケーブルの接

続を確認してから、コンピューターを再起動してみてください。

再起動したら、もう一度、上記の手順でIPアドレスを確認してください。
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■Windows 2000(Professional)の場合

コマンドプロンプト画面から「ipconfig」を実行します。

【確認のしかた】

1.マウスを〈スタート〉→[プログラム(P)]→[アクセサ

リ]→[コマンドプロンプト]の順番に操作します。

2.ipconfigとコマンドを入力して、[Enter]キーを押し

ます。

※コマンドラインのオプションについて詳しくは、

「ipconfig/?｣を実行してご確認ください。

3.次に表示された画面に、コンピューターに割り当てら

れてIPアドレスが表示されます。
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■Mac OSの場合 TCP/IP設定時の画面(☞ P２０)で、確認ができます。

本製品からIPアドレスが割り当てられると、次のように

表示されます。

【ご参考】
コンピューターの起動後、

実際に通信(WWWアクセス

またはメールアクセスなど)

を行うまで、DHCPサーバ

からネットワーク設定値の

取得をしないので、一度通

信を行ってから確認してく

ださい。

【Macアドレスを確認するには】

1.[アップルメニュー]→[コントロールパネル]→

[AppleTalk]の順番にマウスを操作すると、次のどちら

かの画面を表示します。
※メニューバーの[編集]メニュー→[利用者モード]で表示する画

面から｢詳しい情報も指定｣を選ぶと、右の画面を表示します。

2.上記画面で｢経由先｣を[ETHERNET]に選びます。

3.上記右の画面で〈情報〉ボタンをクリックするか、上

記左の画面でメニューバーの[ファイル]メニューから

｢情報を見る｣を選ぶと、次の画面を表示します。

MACアドレスの表示

6-4 割り当てられたIPアドレスを確認するには(つづき)

33
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6

6-5 設定画面にアクセスするには

6-2章(☞ P２９)または6-3章(☞ P３０)の説明で、設定用

端末が本製品に正しく接続できていれば、WWWブラウ

ザから本製品の設定画面にアクセスできることを確認し

ます。

設定用端末にWWWブラウザがインストールされていな

いときは、別途ご用意ください。

1.設定用端末から、WWWブラウザを起動します。

2.URLとして、本製品のIPアドレスを指定します。

¡http：//１９２.１６８.０.１/  [工場出荷時の設定]

3.アクセスに成功すると、最初に[無線LAN設定]画面を

表示します。
※画面を表示しないときは、設定用端末の設定や接続状態、IPア

ドレスの取得状況(☞ P３１～３３)を確認するなど、コンピュータ

を再起動して、はじめからやり直してください。

【無線LAN設定画面】

q設定画面選択エリア…

w設定画面表示エリア…

e〈登録〉ボタン ………

本製品の設定画面の全タイトルを表示します。

目的の画面表示に切り替えるときは、カーソルを目的の

タイトルの上に移動して、クリックします。

設定画面選択エリアで選択されたタイトルの画面を表示

します。

設定画面表示エリアに表示された画面の内容を変更した

とき、その内容を本製品に登録します。

q
w

e try
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6-5 設定画面にアクセスするには(つづき)

r〈取消〉ボタン ………

t〈登録して再起動〉

ボタン…………………

yバージョン情報………

設定画面表示エリアに表示された画面の内容を変更した

とき、変更前の状態に戻します。なお、〈登録〉ボタンを

クリックすると、変更前の状態には戻りません。

すべての画面で変更内容を本製品に登録して、本製品を

再起動します。

※登録後、再起動が必要な場合は、再起動を促すメッセ

ージをこのボタンの横に表示しますので、必ずこのボ

タンをクリックしてください。

ファームウェアのバージョン(☞ P６５)を表示します。

本書では、Ver..１.１１を使って説明しています。
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6

6-6 動作させてみるには
6-5章(☞ P３４)で説明するように、有線端末および無線

端末から本製品の設定画面にアクセスできれば、次の接

続形態を参考に、本製品を介して有線端末と無線端末が

接続できることを確認します。

※本製品の設定は、工場出荷時の状態とします。

1.上記のように接続後、HUBと本製品の電源を入れます。

¡操作パネルの[PWR]ランプと[LAN]ランプが点灯

します。

2.接続された有線端末を起動します。 (6-2章☞ P２９)

3.有線端末から本製品の設定画面にアクセスできること

を確認します。 (6-5章☞ P３４)

4.試験用に新規フォルダーを作成して、そのフォルダー

の共有設定を有効にしておきます。

5.無線通信LANカードが装着された無線端末を起動しま

す。 (6-3章☞ P３０)

¡操作パネルのランプが橙色(☞ P３)に点灯します。

6.無線端末から本製品の設定画面にアクセスできること

を確認します。 (6-5章☞ P３４)

7.試験用に新規フォルダーを作成して、そのフォルダー

の共有設定を有効にしておきます。

8.本製品に有線および無線で接続された双方のコンピュ

ーターから、[ネットワークコンピュータ]アイコンを

ダブルクリックして、お互いのコンピューターアイコ

ンを表示すれば、正常に動作しています。
※Windows2000の場合、[ネットワークコンピュータ]は[マイ

ネットワーク]と表記されています。

……………………………………………次ページへつづく

＝   　×　   ×  　 ×　   ×�

有線端末�

HUB

無線通信LANカード�

無線端末�

AP-1100H
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9.表示された相手のコンピューターアイコンをダブルク

リックすると、試験用に作成したフォルダーが表示さ

れます。

10.動作の確認ができれば、7章(☞ P３８)を参考にして、

目的のネットワークに合わせて設定を行ったあと、

稼働中のネットワークに接続します。

6-6 動作させてみるには(つづき)
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7-1 [本体ネットワーク設定]画面
■ルーティングモード設定

ルーティングモードを使用 有線LANと無線LANのあいだでルーティング動作をす

るかしないかを選択します。 (初期値：しない)

変更内容を有効にするには、本製品の再起動が必要です。

※｢しない｣を選択すると、有線LANと無線LAN間を同

一サブネット(同一ネットワーク)として扱えますので、

ローミング機能(P１２)が使用できます。

そのときの無線LAN側のIPアドレスは、[本体ネット

ワーク設定]画面の各設定項目で[有線LAN]の欄に設

定された内容が適用されます。

｢する｣を選択すると、有線LANと無線LAN間を異な

るサブネット(別ネットワーク)として扱えます。

そのときの無線LAN側のIPアドレスは、[本体ネット

ワーク設定]画面の各設定項目で[無線LAN]の欄に設

定された内容が適用されます。

■本体IPアドレス設定

本製品の有線LAN側と無線LAN側のIPアドレスを設定

します。

◎有線LAN側の初期値：１９２.１６８.０.１

◎無線LAN側の初期値：１９２.１６８.１.１

変更内容を有効にするには、本製品の再起動が必要です。

本製品の有線LAN側と無線LAN側のサブネットマスク

を設定します。

◎有線LAN側の初期値：２５５.２５５.２５５.０

◎無線LAN側の初期値：２５５.２５５.２５５.０

変更内容を有効にするには、本製品の再起動が必要です。

q IPアドレス …………

wサブネットマスク……

[ルーティングモード設定]を｢しない｣(初期値)に設定

するときは、無線LAN側のIPアドレスとサブネットマ

スクは、有線LAN側の設定値が適用されます。

q

w
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7

本製品をDHCPサーバーとして使用するかしないかを設

定します。 (初期値：する)

本製品のDHCPサーバー機能を使用すると、DHCPク

ライアントに対して、下記の情報などを自動的に設定す

ることができます。

◎IPアドレス

◎サブネットマスク

◎デフォルトゲートウェイ

◎DNSサーバー

◎WINSサーバー

◎ドメイン名

本製品に有線およびワイヤレス接続するコンピューター

へ、IPアドレスを自動で割り当てるときの開始アドレス

を設定します。

◎有線LAN側の初期値：１９２.１６８.０.１０

◎無線LAN側の初期値：１９２.１６８.１.１０

割り当て開始アドレスのネットワークIPアドレスに対す

るサブネットマスクです。(初期値：２５５.２５５.２５５.０)

……………………………………………次ページへつづく

qDHCPサーバ機能

を使用…………………

w割り当て開始IP

アドレス………………

eサブネットマスク……

■DHCPサーバ設定

【ご参考に】
右記の画面で設定する項目

は、すべて再起動が必要で

す。

q

w

e

r

t

y

u

i

o

!0

!1
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7-1 [本体ネットワーク設定]画面

■DHCPサーバ設定(つづき)

割り当て開始アドレスから連続で自動割り当て可能なア

ドレスの最大個数です。 (初期値：３０)

設定できる個数は、５～１２８個です。

クライアントに通知するデフォルトゲートウェイを有線

LAN側および無線LAN側について設定します。

プライマリDNSアドレスを無線LAN側と有線LAN側に

ついて設定します。

セカンダリDNSアドレスを無線LAN側と有線LAN側に

ついて設定します。

プライマリWINSサーバーアドレスを無線LAN側と有線

LAN側について設定します。

セカンダリWINSサーバーアドレスを無線LAN側と有線

LAN側について設定します。

DHCPサーバーがクライアントに通知するネットワーク

アドレスのドメイン名を無線LAN側と有線LAN側につ

いて設定します。

DHCPサーバーが自動で、ローカルIPアドレスを定期的

にクライアントへ割り当てなおす期限を、無線LAN側と

有線LAN側のそれぞれに日数で指定します。

(初期値：３)

r割り当て個数…………

tデフォルトゲートウェイ

yプライマリDNSサーバ

uセカンダリDNSサーバ

iプライマリWINS

サーバ…………………

oセカンダリWINS

サーバ…………………

!0ドメイン名……………

!1リース期間……………
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7

■静的DHCPサーバ設定

DHCPサーバー機能を使用して自動割り当てするIPアド

レスを、特定の無線端末および有線端末に固定するとき、

その端末のMACアドレスとIPアドレスの組み合わせを

登録する欄です。

※MACアドレスは、半角文字で１２桁を入力します。

※MACアドレスを次のように入力すると、すべて同じ

アドレスとして処理します。

１１-１１-１１-２２-３３-３３、１１１１１１２２３３３３

※この欄には、最大１６個の組み合わせまで登録でき、

登録する端末のIPアドレスは、DHCPサーバー機能で

割り当てることができる範囲外のアドレスを指定して

ください。

※入力後は、無線または有線の〈追加〉ボタンをクリッ

クして、[現在の登録]欄に登録されたことを確認して

ください。

【ご参考に】
右記の画面で設定する項目

は、すべて再起動が必要で

す。
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7-2 [無線LAN設定]画面
■無線LAN設定

q ビル間通信モードを

使用 …………………

w ESS ID………………

eESS IDの確認入力 …

本製品どうしをブリッジ接続するか、しないかを設定し

ます。 (初期値：しない)

¡しない：アクセスポイント機能およびローミング機能
を使用するとき

¡する　：本製品同士をワイヤレス(ブリッジ)接続で使
用するとき

本製品に接続する無線LANへの不正なアクセスなどを防

止するための識別用IDを入力します。

同じ[ESS ID]が設定された本製品どうし、または無線

端末のあいだでワイヤレス接続できます。また、変更内

容を有効にするには、本製品の再起動が必要です。

大文字/小文字の区別に注意して、任意の英数字、半角

３１文字以内で入力します。 (初期値：LG)

入力した文字は、すべて｢＊｣で表示されます。

(表示例：＊＊)

入力間違いを防ぐため、[ESS ID]を再入力します。

大文字/小文字の区別に注意してください。

(表示例：＊＊)

q
w

e
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7

■詳細設定

【ご参考に】
右記の画面で｢チャンネル｣

の設定値を変更したときだ

け再起動が必要です。

本製品の無線LANの詳細設定を行う画面を表示します。

qチャンネル…………… 本製品のワイヤレス接続に使用する無線伝送用チャンネ

ルを設定します。 (初期値：14)

※11Mbps対応弊社製無線通信LANカードを装着した端

末は、チャンネルを自動的に検知して通信します。

w通信速度……………… 本製品の無線通信速度を設定します。

(初期値：自動切替)

※ビル間通信機能をご使用時に有効です。

eRts/Cts

スレッシュホール …… ネゴシエーションするために送るパケットのデータサイ

ズを、｢５００バイト｣または｢１０００.バイト｣から選択し

ます。 (初期値：無し)

Rts/Cts(Request to send/Clear to send)スレッシ

ュホールを設定すると、隠れ端末(☞ P４７)の影響で起こ

る通信速度の低下を防止できます。

rセキュリティレベル… 無線ネットワーク間で通信するデータを保護するため

に、データを暗号化する割合を設定します。

(初期値：なし)

暗号化方式には、WEP(Wired Equivalent Privacy)を

使用しています。

設定したレベル(低・中・高)に合わせて、[セキュリティレ

ベルのカスタム設定]の項目(y～o)を自動設定します。

[セキュリティレベルのカスタム設定]の項目(y～o)を変

更するときは、｢カスタム｣を選択してから任意に設定で

きます。

q

w

e

r

t

y

u

i

o

!0

【ご参考に】
通信対象となる相手間で、
同じセキュリティーレベル
を設定することをおすすめ
します。



45

各種設定画面について7

7-2 [無線LAN設定]画面

■詳細設定(つづき)

tキージェネレータ…… 暗号化および復号化に使う鍵を生成するための文字列を

設定します。入力する文字は、すべて｢＊｣で表示します。

(表示例：＊＊)

入力された文字列に基づいて、[セキュリティレベル カ

スタム設定]の項目(次ページ、!0)に自動生成します。

※通信対象となる相手間で、同じ文字列(大文字/小文字

の区別に注意して、任意の英数字/記号)を設定します。

通信対象となる相手間で、設定された文字列が異なる

と、暗号化されたデータを復号できません。

※[セキュリティレベル カスタム設定]から設定値(!0)を

設定するときは、ここには何も表示しません。

※以下の項目(y～o)を手動設定したい時は、セキュリティレベルを「カスタム」に設定
してください。

y受信パケットの復号… 受信したパケットの復号化処理に関する設定です。

｢する｣｢しない｣｢する(非暗号化パケットは破棄)｣の中か

ら選択します。 (初期値：しない)

u送信パケットの暗号化 送信するパケットの暗号化処理に関する設定です。

｢する｣｢しない｣の中から選択します。 (初期値：しない)

iWEPファクタ ……… セキュリティレベルを設定する項目で、｢0｣を選択する

と、セキュリティレベルがもっとも高くなります。

(初期値：0)

各値の暗号化レベルは、次のようになります。

｢0｣＝ １ パケットごとに内部暗号キーを変更する

｢1｣＝ １０ パケットごとに内部暗号キーを変更する

｢2｣＝ ５０ パケットごとに内部暗号キーを変更する

｢3｣＝１００パケットごとに内部暗号キーを変更する

o暗号化ビット数……… 暗号化するビット数を設定します。(初期値：64ビット)

｢64ビット｣を選択すると、[WEPキー]のテキストボッ

クスには、下位４０ビットを表示します。

｢128ビット｣を選択すると、[WEPキー]のテキストボ

ックスには、下位１０４ビットを表示します。

※先頭の２４ビットは、表示されません。
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!0WEPキー ビット数が｢64ビット｣に設定されていると、[tキージ

ェネレータ]のテキストボックスに入力した文字列より

生成されたキーが、｢1｣、｢2｣、｢3｣、｢4｣の各テキスト

ボックスに、４０ビット(１６進数：１０文字)ずつ表示

されます。また、暗号化ビット数が｢１２８ビット｣に設

定されていると、１０４ビット(１６進数：２６文字)ずつ

表示されます。

｢1｣、｢2｣、｢3｣、｢4｣のチェックボックスにチェックを

入れたキーだけを暗号化に使用します。

復号化できるのは、｢1｣、｢2｣、｢3｣、｢4｣の各チェック

ボックスの中で、どれかひとつのチェックボックスの表

示内容を相手が暗号化に使用する場合だけです。

※[tキージェネレータ]のテキストボックスに何も入力

しないときは、｢1｣、｢2｣、｢3｣、｢4｣の各テキストボ

ックスに直接入力することもできます。(この場合、

[tキージェネレータ]のテキストボックスに文字列は、

表示されません。)

双方向通信可能

通信不可能

双方向通信可能

WEPキーの設定例
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7-2 [無線LAN設定]画面

■詳細設定(つづき)

次の図のように、それぞれが本製品[B]と通信できても、

互いが直接通信できない無線端末[A]ｰ[C]どうし([A]に

対して[C]、[C]に対して[A])のことを呼びます。

隠れ端末に対してはキャリアセンス(Carrier Sense)が

有効に機能しないため、本製品[B]で通信の衝突頻度が

増加して、スループット(一定時間以内に伝達される情

報量)が低下します。

通信の衝突を防止するには、送信要求(Rts)信号を受信

した本製品[B]が、無線伝送エリア内にある無線端末[A]

および[C]に送信可能(Cts)信号を送り返すことで、Rts

信号を送信していない無線端末に本製品[B]が隠れ端末

と通信中であることを認識させます。

これにより、Rts信号を送信していない無線端末[A]ま

たは[C]は、本製品[B]へのアクセスを自制して、通信の

衝突を防止できます。

A

衝突

無線ルータ無線ルータ[B]
無線伝送エリア無線伝送エリア
無線ルータ[B]
無線伝送エリア

無線端末[A]
無線伝送エリア

無線端末[C]
無線伝送エリア

CB

隠れ端末について
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7

セキュリティーレベルを設定している端末どうしが通信

可能なセキュリティーレベルは、以下の表のとおりです。

(◯：通信可能　×：通信不可能)

※セキュリティーレベルが同じでも、通信対象となる相

手間でキージェネレーター(☞ P４５)の文字列が異なる

ときは、通信できません。

セキュリティレベルの設定

セキュリティー
レベル

無し 低 中 高

無し ◯ × × ×

低 × ◯ ◯ ×

中 × ◯ ◯ ×

高 × × × ◯

[セキュリティレベル]と[カスタム設定]項目の関係

受信パケッ
トを復号化

する

暗号化されてい
ないパケットを

破棄する

送信パケット
を暗号化する

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
レ
ベ
ル

無
し

復号化
しない

設定無効
暗号化
しない

無効 無効

低
復号化
する

破棄しない
暗号化
する

3
64ビット
暗号化

中
復号化
する

破棄する
暗号化
する

0
64ビット
暗号化

高
復号化
する

破棄する
暗号化
する

0
128ビット
暗号化

WEP設定

WEP
ファクター

暗号化ビット数
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qMACアドレス

セキュリティを使用 … あらかじめ、登録しておいたMACアドレスと同じ無線

端末だけが、本製品にワイヤレス接続できるようにする

かしないかを選択します。 (初期値：しない)

変更内容を有効にするには、本製品の再起動が必要です。

w本体無線部の

MACアドレス ……… 本製品に内蔵の無線回路に登録されたMACアドレスを

表示します。

eMACアドレス ……… MACアドレスセキュリティーが有効なとき、この欄に設

定したMACアドレスが登録された弊社製無線通信LAN

カードを装着するネットワーク機器と通信が行えます。

※最大２５６台分のMACアドレスが登録できます。

※入力は、半角文字で１２桁を入力します。

※入力後は、〈追加〉ボタンをクリックして、[現在の登

録]欄に登録されたことを確認してください。

※無線通信LANカードのMACアドレスを知りたいとき

は、6-4章(☞ P３１～３３)をご覧ください。

r〈追加〉/〈削除〉ボタン 本製品と通信している無線端末の状況や登録済みの

MACアドレスを表示します。

登録されていない無線端末を受信した時は〈追加〉ボタ

ンが表示され、それをクリックするとMACアドレスが

登録されます。

登録されたMACアドレスは〈削除〉ボタンで削除できま

す。

※[電波強度]欄に１１０～２００が表示されていれば、良好

に通信できます。

■MACアドレスセキュリティ設定

q

w

e

r

7-2 [無線LAN設定]画面(つづき)

【ご参考に】
MACアドレスが表示されな
いときは、お買い上げの販
売店または弊社営業所サー
ビス係にお問い合わせくだ
さい。

【ご参考に】
MACアドレスを次のように
入力すると、すべて同じア
ドレスとして処理します。

１１-１１-１１-２２-３３-３３
１１１１１１２２３３３３
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7

7-3 [ルーティング設定]画面
■RIP設定

RIPを使用することで隣接のルーターやアクセスポイン

トと経路情報を交換して、経路を動的に作成します。

RIP使うと、RIPパケットがそのルーターやアクセスポ

イントのブロードキャストアドレスを使って、約３０秒

毎にブロードキャストされます。 (初期値：する)

変更内容を有効にするには、本製品の再起動が必要です。

■IP経路情報 本製品がパケットの送信において、そのパケットをどの

ルーターやアクセスポイント、または端末に配送すべき

かの情報を表示します。

この画面には、[スタティックルーティング設定](☞ P５２)

で追加した経路も表示されます。

ルーティングの対象となるパケットの宛先IPアドレスを

表示します。

ルーティングの対象となるパケットの宛先IPアドレスに

対するネットマスクを表示します。

ルーティングの対象となるパケットの宛先IPアドレスに

対するゲートウェイを表示します。

……………………………………………次ページへつづく

q宛先……………………

wネットマスク…………

eゲートウェイ…………

q w e r t y
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宛先に対する経路情報が、有線LANまたは無線LANの

どちらに設定されているかを表示します。また、｢スタ

ティックルーティング設定｣(☞ P５２)で追加設定したIP

経路情報についても表示されます。

¡local

経路情報がすべて単一のネットワークに設定されてい

ることを意味します。

¡ethernet

経路情報が有線LAN側であることを意味します。

¡wireless

経路情報が無線LAN側であることを意味します。

どのように経路情報が作られたかを表示します。

¡static

スタティック(定義された)ルートにより作成された経

路情報です。

¡rip

ダイナミック(自動生成された)ルートにより作成され

た経路情報です。

¡misc

ブロードキャストに関係する経路情報です。

パケットが相手に届くまでのルーターおよびアクセスポ

イント(あるいはゲートウェイ)数を表示します。

rネット…………………

t作成……………………

yメトリック……………

7-3 [ルーティング設定]画面

■IP経路情報(つづき)
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■スタティックルーティング設定

パケットの中継経路を、意図的に定義するルーティング

テーブルで、登録できるのは、最大２０件までです。

※入力後は、〈追加〉ボタンをクリックして、[現在の登

録]欄に登録されたことを確認してください。また、

その内容は、[IP経路情報]画面(☞ P５０)にも表示され

ます。

q w e r t

¡local ： ｢ルーティングモード｣(☞ P３９)を使用し

ない場合に表示され、登録する経路情報

がLAN側であることを意味します。

¡ethernet ： ｢ルーティングモード｣を使用する場合に

表示され、登録する経路情報が有線LAN

であることを意味します。

¡wireless ： ｢ルーティングモード｣を使用する場合に

表示され、登録する経路情報が無線LAN

であることを意味します。

選択した経路(local/ethernet/wireless)に応じて、そ

の対象となる相手先のIPアドレスを設定します。

選択した経路(local/ethernet/wireless)に応じて、そ

の対象となる宛先のIPアドレスに対するネットマスクを

設定します。

ルーティングの対象となるパケット転送先(ルーターや

アクセスポイント)のゲートウェイを入力します。

パケットが相手に届くまでのルーターおよびアクセスポ

イント(あるいはゲートウェイ)数を設定します。

０～１６の値を入力します。

数値が小さければ転送能力の高い回線と見なされます。

q経路……………………

w宛先……………………

eネットマスク…………

rゲートウェイ…………

tメトリック値…………
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7-4 [本体管理設定]画面
■管理者ID設定

q管理者ID ……………

w管理者パスワード……

eパスワードの確認入力

ネットワーク管理者の名前を、大文字/小文字の区別に

注意して、任意の英数字、半角３１(全角１５)文字以内で

入力します。 (入力例：AP1100H)

管理者IDを設定すると、次回のアクセスからユーザー名

の入力を求められますので、そこに管理者IDを入力しま

す。

大文字/小文字の区別に注意して、任意の英数字、半角

３１文字以内で入力します。 (表示例：＊＊＊＊)
入力する文字は、すべて｢＊｣で表示します。

パスワードを設定すると、次回のアクセスからパスワー

ド入力を求められますので、そこに管理者パスワードを

入力します。

入力間違いを防ぐため、管理者パスワードを再入力する

欄です。 (表示例：＊＊＊＊)

q

w

e
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■SYSLOG設定 ログ情報などをSYSLOGホストを利用して管理する場

合、SYSLOG機能を利用してファイルとして一括管理

ができます。これらの項目から、SYSLOGとして出力

する情報を選択します。

q

w

e

r

t

qDEBUGを使用………

w INFOを使用 …………

eNOTICEを使用 ……

rホストアドレス………

tファシリティ…………

各種デバッグ情報をSYSLOGに出力するかしないかを

選択します。 (初期値：する)

INFOタイプのメッセージをSYSLOGに出力するかしな

いかを選択します。 (初期値：する)

NOTICEタイプのメッセージをSYSLOGに出力するか

しないかを選択します。 (初期値：しない)

SYSLOG機能を使用する場合、SYSLOGを受けるホス

トのアドレスを入力します。

ホストは、SYSLOGサーバー機能に対応している必要

があります。

SYSLOGのファシリティを入力します。 (初期値：１)

０～２３の値を入力します。

通常"１"を使用します。
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この画面は、本製品に付属のUtilityと通信を行うとき使

用します。

詳しい説明と使いかたについては、｢付属ソフトウェア

ーについて｣(11章☞ P６６)をご覧ください。

7-4 [本体管理設定]画面(つづき)
■Utility使用データ更新モードへ移行



第8章設定の保存と書き込み

8-1.[設定保存]画面について ………………………………………………………57

8-2.設定内容の保存 …………………………………………………………………58

8-3.設定内容の書き込み ……………………………………………………………59

■内容編集時のご注意 …………………………………………………………59

この章では、本製品の設定画面に設定された内容の保存と書き込みの操作につい
て説明しています。
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q〈本体に登録〉ボタン

w〈取消〉ボタン ………

e〈メニューに戻る〉
ボタン…………………

r表示エリア……………

[設定保存]画面に表示する内容を、本製品の設定画面に

書き込みます。

[設定保存]画面に表示する内容を変更したとき、変更を

取り消して、このファイルを最初に開いたときの内容に

戻します。

[本体ネットワーク設定]画面(☞ P３９)に戻ります。

本製品から[設定保存]画面を開く(☞ P５８)ときは、本製

品の設定内容を表示します。

設定内容の書き込み操作で、コンピューターに保存した

データファイルから開く(☞ P５９)ときは、そこに保存さ

れている設定内容を表示します。

本製品に設定された内容を保存したり、書き込んだりす

る画面です。

8-1 [設定保存]画面について

q w e

r



5.上記画面の表示後、WWWブラウザの｢ファイル(F)｣メ

ニューから、[名前を付けて保存(A)]をクリックします。
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8-2 設定内容の保存 現在の設定内容をハイパーテキスト(html)形式のファイ

ルとして、ご使用のコンピューターのハードディスクや

フロッピーディスクに保存するときの手順です。

1.有線または無線端末を本製品に接続します。

2.その端末から、WWWブラウザを起動します。

3.本製品の設定画面にアクセスします。

4.設定画面選択エリア(☞ P３４)の[設定保存]項目をクリ

ックします。

¡次の[設定保存]画面を表示します。

6.[保存する場所(I)］を指定して、任意の名前を、[ファ

イル名(N)］のテキストボックスに入力します｡

7.[ファイルの種類(T)]は、｢Webページ、HTMLのみ｣

を選択します。

※保存ファイルの漢字コードを選択できるWWWブラ

ウザの場合は、JISを選択して保存してください。

8.〈保存(S)〉ボタンをクリックします。

¡指定した場所に設定内容を保存します。

※拡張子は、[.htm]または[.html]です。

※Macintoshで保存すると、拡張子は付きません。

【おことわり】
Internet Explorer５.０

(Windows版)を説明に使用

しています。
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8-3 設定内容の書き込み

コンピューターに保存した設定内容を本製品に書き込む

操作をするときの手順です。

1.有線または無線端末を本製品に接続します。

2.その端末から、保存したファイルのアイコンをダブル

クリックします。

¡次の[設定保存]画面を表示します。

3.〈本体に登録〉ボタンをクリックします。

¡設定内容が書き込まれ、本製品が再起動されます。

4.書き込まれた内容を確認後、設定画面を終了します。

表示エリアのネットワークIPアドレスを編集するような

ときは、その項目に関連するほかの設定値についても同

時に変更するようにしてください。

※内容編集については、本書巻頭の「取り扱い上のご注

意」をお読みください。また、記載する操作の結果に

ついては、自己責任の範囲となりますのでご注意くだ

さい。

■内容編集時のご注意



第9章設定内容の初期化

Å [INIT/MODE]スイッチを使う……………………………………………………61

ı設定画面を使う ……………………………………………………………………63

■初期化条件について ………………………………………………………………63

この章では、本製品の全設定または無線部の設定内容を工場出荷時の内容に戻す
ときの手順について説明しています。
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ネットワーク構成を変更するときなど、本製品の設定を

はじめからやりなおしたり、既存の設定データをすべて

消去したい場合は、次の３とおりの方法で設定内容を工

場出荷時の状態に戻すことができます。

この章では、Åとıについて説明します。

Å [INIT/MODE]スイッチを使う

ı設定画面を使う(☞ P６３)

Ç Utilityを使う(☞ P６８)

※ Utilityを使うには、付属のUtility Software ディス

クをインストールしてください。

インストールの方法については、｢付属ソフトウェア

について｣(11章☞ P６７)をご覧ください。

Å [INIT/MODE]スイッチを使う

本製品に設定された本体IPアドレス(☞ P４７)が不明なと

きなど、本製品の設定画面にアクセスできないときは、

次の手順で初期化操作をします。

1.本製品と本製品の初期化に使う有線または無線端末、

およびHUBを除くすべてのネットワーク機器を外し

ます。

2.使用するネットワーク機器の電源を入れます。

3.[INIT/MODE]スイッチを[INIT]側に押しながら、

[RESET]スイッチだけを[RESET]側に短く押して離

します。

4.[LAN]ランプの点滅が止まり、[PWR]ランプが点滅に

切り替わったら、[INIT/MODE]スイッチを離します。

¡｢設定初期化モード｣で動作を開始して、そのとき

[PWR]ランプは、ゆっくり点滅を繰り返します。

5.有線または無線端末からWWWブラウザを起動して、

本製品の工場出荷時のIPアドレス(☞ P３４)を指定しま

す。

¡次の｢設定初期化モード｣画面を表示します。
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6.手順5.の画面で、〈初期化実行〉ボタンをクリックしま

す。

¡次の画面を表示します。

7.上記画面の〈再起動〉ボタンをクリックします。

¡再起動中は、次の画面を表示します。

8.本製品の再起動が完了したら、[PWR]ランプおよび

[LAN]ランプの点灯状態が操作前の状態に戻り、[本

体ネットワーク設定]画面を表示したら、初期化が完

了です。
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1.本製品と本製品の初期化に使う有線または無線端末、

およびHUBを除くすべてのネットワーク機器の電源

を切ります。

2.有線または無線端末を起動します。

3.端末からWWWブラウザを起動します。

4.本製品の本体IPアドレスを指定して、設定画面にアク

セスします。

5.設定画面選択エリア(☞ P３４)の[設定初期化]項目をク

リックします。

¡次の[設定初期化]画面を表示します。

ı設定画面を使う 本製品に設定された本体IPアドレス(☞ P３９)を指定して、

本製品の設定画面にアクセスできる場合は、次の手順で

表示する[設定初期化]画面から、初期化範囲を選んで初

期化操作をします。

6.画面から、該当する初期化条件のオプションボタンを

クリックします。

7.〈初期化実行〉ボタンをクリックします。

¡再起動中は、次の画面を表示します。

8.本製品の再起動が完了して、[本体ネットワーク設定]

画面を表示したら、初期化が完了です。

■初期化条件について ¡全設定初期化

設定画面で設定した内容をすべて初期化します。

¡無線部初期化

設定画面選択エリア(☞ P３４)の[無線LAN設定]項目を

クリックして表示される画面(7-2章☞ P４３～４９)の項

目をすべて初期化します。
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ファームウェアは、本製品を動作させるために、工場出

荷時から本製品のフラッシュメモリーに書き込まれてい

るプログラムです。

このプログラムは、機能の拡張や改良のため、バージョ

ンアップを行うことがあります。

ファームウェアの更新操作を行う前に、本製品の設定画

面にアクセスして、設定画面選択エリア内(☞ P３４)に表

示するバージョン情報を確認してください。

更新することによっ

て、機能の追加など、

本製品を最良の状態

に保つことができま

す。

■ファームウェアについて

■最新バージョンについて

ファームウェアアップデート用データファイルは、弊社

ホームページで、提供しています。

URL=http：//www.icom.co.jp/

定期的に弊社ホームページで、ご確認ください。

■ダウンロード時のご注意

◎ダウンロードする際は、弊社ホームページのご利用ラ

イセンス契約書をよくお読みください。

◎ほかの機種のファームウェアは使えませんから、誤っ

てダウンロードしないように、注意してください。

◎アップデートの内容によっては、ファームウェアを更

新すると、設定内容の初期化が必要となることがあり

ます。

このような場合、更新後、Utility(☞ P６８)を使って初

期化してください。

◎本製品とコンピューターを１対１で接続して、安定し

た状態でデータ転送できるようにしてください。

■更新のしかた ◎ファームウェアの更新は、本製品に付属のUtility

Softwareディスクに収められたUtilityで行います。

◎Utilityのインストールと操作方法は、｢付属ソフトウ

ェアについて｣(11章☞ P６６)をご覧ください。
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付属ソフトウェアについて11

11-1Utilityとは 本製品の設定内容初期化やファームウェアの更新に使用

するソフトウェアです。

次のOSにインストールして、ご使用ください。

◎Windows 95、Windows 98、Windows 98SE、

Windows Me

◎Windows NT4.0、Windows 2000

11-2 インストールのしかた

1.Windowsを起動します。

Windowsがすでに起動中で、実行中のアプリケーシ

ョンがあるときは､すべて終了してください。

2.Utility Software(Disk1)と書かれたラベルのディス

クを付属のフロッピーディスクドライブにセットしま

す。

3.Windowsの〈スタート〉ボタンをクリックして、[フ

ァイル名を指定して実行(R)]にカーソルを合わせてク

リックします。

4.コマンドラインボックスに｢フロッピーディスクドラ

イブ名：¥Setup.exe｣と入力して、[Enter]キーを押

します。

¡フロッピーディスクドライブの起動ドライブ名がA

のときは、｢A:¥Setup｣と入力します。

5.画面の指示にしたがって、Utility Software(Disk2)

と書かれたラベルのディスクをフロッピーディスクド

ライブにセットします。

6.〈OK〉ボタンをクリックして、引き続き画面の指示に

したがって操作します。

7.インストール終了後は、フロッピーディスクドライブ

からフロッピーディスクを取り出します。



68

付属ソフトウェアについて 11

11

11-3 Utilityの使いかた

Åコンピューターの接続 Utilityがインストール(☞ P６７)された有線または無線端

末を１対１で接続して、本製品から起動します。

¡有線端末で接続時：[LAN]ランプが点灯(赤)します。

¡無線端末で接続時：[LAN]ランプが点灯(緑)します。

※稼働中のネットワークに接続する端末から、設定内容

の初期化やファームウェアの更新を行うと、IPアドレ

スの競合など、不測の事態を招くおそれがあります。

ı ｢Utility使用データ更新モード｣での起動

本製品がUtilityと通信を行うには、次の手順で、本製品

を｢Utility使用データ更新モード｣で起動しておく必要が

あります。

【ご参考に】
｢Utility使用データ更新モード｣で動作中は、DHCPサーバー機能

やWEP機能(セキュリティレベル☞ P４４)が設定さていても、自動

的に無効となります。

端末のIPアドレス取得は、｢Åコンピューターの接続｣の操作を行

ってから、次の操作に移ってください。

1.本製品の電源が入った状態で、[INIT/MODE]スイッ

チを[MODE]側に押しながら、[RESET]スイッチだ

けを[RESET]側に短く押して離します。

2.[LAN]ランプの点滅が止まり、[PWR]ランプが点滅に

切り替わったら、[INIT/MODE]スイッチを離します。

¡｢Utility使用データ更新モード｣で動作を開始して、

そのとき[PWR]ランプは、はやく点滅を繰り返しま

す。

起動するには、次の２とおりの方法があります。

ı -1 [INIT/MODE]スイッチを使う(☞ P６８)

ı -２ 設定画面を使う(☞ P６９)

ı -１ [INIT/MODE]スイッチを使う
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付属ソフトウェアについて11

ı ｢Utility使用データ更新モード｣での起動(つづき)

ı -２ 設定画面を使う

Windowsの〈スタート〉ボタンをクリックし、[プログラ

ム(P)]にカーソルを合わせ、このUtility名にカーソルを

合わせてクリックすると次の操作画面を表示します。

【AP-1100H Utilityの操作画面】

Ç Utilityの起動

1.有線または無線端末から、WWWブラウザを起動しま

す。

2.本製品の本体IPアドレス(☞ P３９)を指定して、設定画

面にアクセスします。

3.設定画面選択エリア(☞ P３４)の[本体管理設定]項目を

クリックします。

¡次の画面を表示します。

4.｢移行する｣のチェックボックスにチェックを入れて、

〈実行〉ボタンをクリックします。

5.次の画面が表示されたら、WWWブラウザを終了して、

次に説明する｢ Utilityの起動｣の操作をします。

q
w

e r

t

y

u
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11

11-3 Utilityの使いかた(つづき)

Î操作のしかた 前ページの「AP-1100H Utilityの操作画面」内の番号と

対比させながら、Utilityの操作手順を説明します。

【重要事項】

本製品の設定内容の初期化やファームウェアの更新

(☞ P７０～７２)に伴う再起動中は、電源を絶対に切らな

いでください。

途中で電源を切ると、本体のデータが消失して、まっ

たく動作しなくなりますのでご注意ください。

画面の[u]部分に、｢処理が完了しました。システムを

再起動します。｣と表示され、操作パネルのランプが、

再起動する前の状態に戻るまでお待ちください。

Î -１ 設定内容の初期化操作

【初期化の範囲について】

Utilityを使用する場合は、設定画面のすべての項目につ

いて、内容を初期化します。

【操作手順について】

1.本製品の本体IPアドレスを[本製品のIPアドレスq]テ

キストボックスに入力します。

(初期値：１９２.１６８.０.１)

2.[機能w]で、[ユーザデータ初期化]のオプョンボタン

をクリックします。

3.〈実行t〉ボタンをクリックします。

¡初期化の状況は、[u]部分に表示します。

操作パネルのランプが全灯(再起動)して、ランプの

点灯状態が操作前の状態になると完了です。

4.Utilityを終了します。

【通信に失敗したら？】

通信に失敗すると、｢AP-1100Hが見つかりません｣と

いう内容のダイアログボックスが開きますので、次のこ

とを確認してください。

¡｢Utility使用データ更新モード｣(☞ P６８)で起動して

いますか？

¡本製品の本体IPアドレス(☞ P３９)と[AP-1100Hの

IPアドレスq]テキストボックスに入力されたIPアド

レスを同じにしていますか？
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Î操作のしかた(つづき)

Î -２ ファームウェアの更新操作

【更新所要時間について】

ファームウェアのデータファイルを本製品に有線または

無線端末から転送して、本製品の再起動が完了するまで

の時間の目安です。

¡転　送＝１０秒：有線 / ３０秒：無線

¡再起動＝１分：有線/無線

【操作に関するご注意】(必ず、お読みください。)

ファームウェア転送時のエラー防止のため、Utilityがイ

ンストールされた有線または無線端末を１対１で接続

後、以下に推奨する環境に設定しているかを確認してか

ら、次に説明する手順でファームウェアを更新します。

◆有線端末から更新する場合

¡ワイヤレス接続可能な無線端末を排除すること

¡更新に使う有線端末だけを接続すること

◆無線端末から更新する場合

本製品に有線で接続できる環境では、できるだけ有線

端末からの更新をおすすめします。

¡本製品のEthernetケーブルをHUBに接続している

ときは、取り外すこと

¡更新に使う無線端末以外は、本製品に接続できない

ようにすること

¡本製品との通信距離は、１m以内であること

……………………………………………次ページへつづく

ファームウェアの更新については、本書巻頭の「取り

扱い上のご注意」をお読みください。また、記載する

操作の結果については、自己責任の範囲となりますの

でご注意ください。
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11

【操作手順について】

1.本製品の本体IPアドレスを[AP-1100HのIPアドレス

q]テキストボックスに入力します。

(初期値：１９２.１６８.０.１)

2.[機能w]で、[ファームウェアの更新]のオプョンボタ

ンをクリックします。

3.[ファームウェアファイルの名前e]のテキストボック

スでデータファイル(拡張子：.dat)を指定するか、〈参

照r〉ボタンをクリックすると、オープンダイアログ

が開きますので、ハードディスクにダウンロードした

データファイルを選択します。

4.〈実行t〉ボタンをクリックします。

¡ファームウェアデータファイルの転送状況は、

[yu]部分に表示します。

操作パネルのランプが全灯(再起動)して、ランプの

点灯状態が操作前の状態になると完了です。

5.Utilityを終了します。

【通信に失敗したら？】

通信に失敗すると、｢AP-1100Hが見つかりません｣と

いう内容のダイアログボックスが開きますので、次のこ

とを確認してください。

¡｢Utility使用データ更新モード｣(☞ P６８)で起動して

いますか？

¡本製品の本体IPアドレス(☞ P３９)と[AP-1100Hの

IPアドレスq]テキストボックスに入力されたIPアド

レスを同じにしていますか？
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11-3 Utilityの使いかた

Î -２ ファームウェアの更新操作(つづき)

【転送に失敗したら？】

Utilityの操作画面や本製品のランプが以下の状態になっ

たときは、データファイル転送に失敗している可能性が

あります。

¡Utilityの操作画面の[y]部(☞ P６９)に、転送状況を示

すバーが表示されなかったり、途中で表示が停止した

場合

¡Utilityの操作画面の最下部に、｢データを転送中です｣

が表示された状態で、本製品の[PWR]ランプ点滅を繰

り返したままで、操作前の状態に戻らない場合

¡｢データの転送に失敗しましたAP-1100Hを再起動さ

せてください｣という内容のダイヤログボックスを表

示している場合

本製品との通信に異常があると上記の状態なりますので、

以下の内容を確認後、本製品を再起動して、はじめから

操作をやり直してください。

¡有線端末に接続しているEthernetケーブルの状態

¡無線端末と本製品との通信距離

¡有線端末を使用時：[LAN]ランプが赤色で点灯

¡無線端末を使用時：[LAN]ランプが緑色で点灯
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12

次の図は、本製品の設定画面の構成を示しています。

スタティックルーティング設定�

ネットワーク　インターフェイス　リスト�

ルーティングモード設定�

静的DHCPサーバ設定�DHCPサーバ設定�

管理者ID設定� SYSLOG設定�

本体IPアドレス設定�

[本体ネットワーク設定]画面�

[ルーティング設定]画面�

[本体管理設定]画面�

RIP設定�

IP経路情報�

[設定保存]画面�

[設定初期化]画面� [設定初期化モード]画面�

[無線LAN設定]画面�

詳細設定�

無線LAN設定� MACアドレスセキュリティ設定�

無線詳細設定� セキュリティレベルカスタム設定�

Utility使用データ更新モードへ移行�

(☞ P３９)

(☞ P５０)

(☞ P５３)

(☞ P５７)

(☞ P６３)

(☞ P３９)

(☞ P５０)

(☞ P５０)

(☞ P５３) (☞ P５４)

(☞ P５５)

(☞ P５２)

(☞ P５０)

(☞ P３９)

(☞ P４０) (☞ P４２)

｢設定初期化モード｣で起動時�

(☞ P６１)

(☞ P４３)

(☞ P４４)

(☞ P４３) (☞ P４９)

(☞ P４４) (☞ P４５)
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本製品の設定画面について、工場出荷時の設定値を示しています。

[本体ネットワーク設定]画面
ルーティングモード設定
¡ルーティングモードを使用：しない

本体IPアドレス設定
有線LAN
¡IPアドレス：１９２．１６８．０．１
¡サブネットマスク：２５５.２５５.２５５.０

無線LAN
¡IPアドレス：１９２．１６８．１．１

¡サブネットマスク：２５５.２５５.２５５.０

DHCPサーバ設定
¡DHCPサーバ機能を使用：する

¡リース期間：３日

有線LAN
¡割り当て開始IPアドレス：１９２．１６８．０．１０

¡サブネットマスク：２５５．２５５．２５５．０
¡割り当て個数：３０

無線LAN
¡割り当て開始IPアドレス：１９２．１６８．１．１０
¡サブネットマスク：２５５．２５５．２５５．０

¡割り当て個数：３０

[無線LAN設定]画面
無線LAN設定
¡ビル間通信モードを使用：しない

¡ESS ID：LG(半角大文字に設定)

MACアドレスセキュリティ設定
¡MACアドレスセキュリティーを使用：しない

詳細設定
無線詳細設定
¡チャンネル：１４

¡通信速度：自動切替

¡Rts/Cts スレッシュホール：なし

¡セキュリティレベル：なし

¡WEPキー　選択：１

¡WEPキー　文字列：００－００－００－００－００

[ルーティング設定]画面
RIP設定
¡RIPを使用：する

[本体管理設定]画面
SYSLOG設定
¡DEBUGを使用：する

¡INFOを使用：する

¡NOTICを使用：しない

¡ファシリティ：１

13-1 設定項目の初期値について

13-2機能一覧表

¡無線アクセスポイント機能

¡無線ローミング機能

¡ビル間通信機能

¡無線セキュリティー

(ESS ID、MACアドレス、WEP)

¡ルーティングプロトコル

TCP/IP(RIP、スタティック)

¡DHCPサーバー機能

¡DHCPスタティック機能

¡SYSLOG対応

¡WWWメンテナンス

¡ファームウェアの更新機能

13-3 [Ethernet]プラグ

1.送信(＋)
2.送信(－)
3.受信(＋)
4.未使用

5.未使用
6.受信(－)
7.未使用
8.未使用

RJ-45型モジュラープラグ(８pin)×１

1
2
3
4
5
6
7
8
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13

無線-有線LAN間を同一サブネットで構成する場合の設定

例を、次の図を使って説明します。

その他の設定項目については、ご使用のネットワーク環

境に応じて設定してください。

13-4 基本設定例

【ルーターの条件】
¡DHCPサーバー機能
使用する

¡ルーターの
IPアドレス
１９２.１６８.０.１

【本製品の条件】
¡ルーティングモード：
使用しない

¡本製品の
IPアドレス
１９２.１６８.０.２

¡DHCPサーバー機能
使用する

¡割り当て開始
IPアドレス
１９２.１６８.０.５０

¡RIP：使用しない

[本体ネットワーク設定]画面

[ルーティング設定]画面

【設定のポイント】
右記画面の[有線LAN]側の

設定だけ行います。

[割り当て開始IPアドレス]

は、ルーターの割り当て範

囲と重複しないように設定

します。

ルーターのIPアドレスを[デ

フォルトゲートウェイ]と

[プライマリDNSサーバ]に

指定します。

[RIP設定]は、直接設定に

影響はありませんが、｢し

ない｣を設定することで、

不要なトラフィックの発生

を防ぐことができます。

※有線端末、無線端末ともに、IPアドレスをルーターま

たは本製品より取得します。

インターネット�

無線端末�

有線端末� AP-1100Hルーター�

無線通信�
LANカード�
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無線-有線LAN間を異なるサブネットで構成する場合の設

定例を、次の図を使って説明します。

その他の設定項目については、ご使用のネットワーク環

境に応じて設定してください。

13-5 応用設定例

【ルーターの条件】
¡DHCPサーバー機能
使用する

¡ルーターの
IPアドレス
１９２.１６８.０.１

¡RIP設定
LAN側にRIPを使用する

¡DNSサーバーの代理
応答：する

【本製品の条件】
¡ルーティングモード：
使用する

¡本製品のIPアドレス
１９２.１６８.０.２

¡DHCPサーバー機能
使用する

¡割り当て開始
IPアドレス
１９２.１６８.０.５０

¡RIP：使用する

[本体ネットワーク設定]画面

【設定のポイント】
右記画面の[有線LAN]側と

[無線LAN]側の設定を行い

ます。

[割り当て開始IPアドレス]

は、ルーターの割り当て範

囲と重複しないように設定

します。

本製品の有線LANおよび無

線LANのIPアドレスを、そ

れぞれの[デフォルトゲート

ウェイ]に指定します。

ルーターのIPアドレスを[プ

ライマリDNSサーバ]に指

定します。

[ルーティング設定]画面

※有線端末は、IPアドレスをルーターまたは本製品より

取得します。

※無線端末は、IPアドレスを本製品より取得します。

※RIPによって作成された経路情報が[IP経路情報]画面

に表示されます。

インターネット�

無線端末�

有線端末� AP-1100Hルーター�

無線通信�
LANカード�
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■本製品への接続を確認するには
それぞれのステーション(端末群)のIPアドレスを正しく

設定できていれば、IPパケットが通信先に正しく届いて

いるかを、相手のステーションを“ping（ピング）”する

ことによって簡単に確認できます。

この確認を行うには、MS-DOSのウィンドウを開き、下

記のコマンドを入力します。

“ping xxx.xxx.xxx.xxx”

xxx.xxx.xxx.xxxには、本製品のIPアドレスを入力しま

す。

これによって4回ピング(エコー要求)が送出され、それ

に対して応答メッセージが返ってきます。

“reply”が返ってこない場合は、ステーションのプロト

コルの有無や無線LANに関する設定(ESS IDなど)を確

認してください。

お互いのIPアドレスとサブネットマスクが正しく設定さ

れていないと、“destination unreachable”を表示し

ます。

◎ pingコマンド実行例(正常な場合)
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■故障のときは

¡保証書について

保証書は販売店で所定事項(お買い上げ日、販売店名)を記入のうえお渡しいたしますの

で、記載内容をご確認いただき、大切に保管してください。

¡修理を依頼されるとき

取扱説明書にしたがって、もう一度、本製品とコンピューターの設定などを調べてい

ただき、それでも具合の悪いときは、次の処置をしてください。

お買い上げの販売店にご連絡ください。

保証規定にしたがって修理させていただきますので、保証書を添えてご依頼ください。

お買い上げの販売店にご連絡ください。

修理することにより機能を維持できる製品については、ご希望により有料で修理させ

ていただきます。

¡アフターサービスについてわからないときは

お買い上げの販売店または弊社各営業所サービス係にお問い合わせください。

保証期間後は

保証期間中は
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■一般仕様
¡入　　　　　　　　力 ：AC１００V ±１０％以下

¡接　　地　　方　　式 ：マイナス接地

¡外　　形　　寸　　法 ：３４０(W)×２１０(H)×８６(D) mm(突起物を除く)

¡重　　　　　　　　　　量 ：約４.８kg(付属品を除く)

¡使　　用　　環　　境 ：温度０～＋５０℃、湿度０～９５％(結露状態を除く)

■無線部
¡国　　際　　規　　格 ： IEEE ８０２.１１/IEEE ８０２.１１b 準拠

¡国　　内　　規　　格 ： ARIB STD-３３/ARIB STD-６６T

¡通　　信　　方　　式 ： 単信方式

¡電　　波　　方　　式 ： 直接スペクトラム拡散

¡使 用 周 波 数 範 囲 ： ２４１２～２４８４MHz

¡チ ャ ン ネ ル 数 ： １～１４ch

¡デ ー タ 伝 送 速 度 ： 自動/１１/５.５/２/１Mbps

¡伝　　送　　距　　離 ： 約８０m(室内空間)

約３００m(オープンスペース)

※いずれも見通しでの伝送距離をしめす。

¡暗 　 号 　 化 　 処 　 理 ： Wired Equivalent Privacy(WEP)

¡送　　信　　出　　力 ： １０mW/MHz以下

¡ス プ リ ア ス 発 射 強 度 ： ２５μW以下(２４５８MHz≦f＜２４７１MHz)

(１４cｈ使用時) ２.５μW以下(２４５８MHz＞f)

２５μW以下(２４９７MHz＜f≦２５１０MHz)

２.５μW以下(２５１０MHz＜f)

※上記のfは、使用周波数帯を除いた周波数を示す。

¡ス プ リ ア ス 発 射 強 度 ： ２５μW以下(２３８７MHz≦f＜２４００MHz)

(１～１３cｈ使用時) ２.５μW以下(２３８７MHz＞f)

２５μW以下(２４８３.５MHz＜f≦２４９６.５MHz)

２.５μW以下(２４９６.５MHz＜f)

※上記のfは、使用周波数帯を除いた周波数を示す。

¡受　　信　　感　　度 ： －７６dBm以下(@FER=8%)

¡復　　調　　方　　式 ： デジタル復調(マッチドフィルター方式)

¡ス プ リ ア ス 妨 害 限 度 ： ４nW以下(１GHz未満)

２０nW以下(１GHz以上)

※定格・仕様・外観等は改良のため予告なく変更する場合があります。
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■有線部
¡LANインターフェイス ： [Ethernet]プラグ(RJ-45型)×１

IEEE８０２．３/10BASE-T準拠

IEEE８０２．３u/100BASE-TX準拠

¡通　　信　　速　　度 ： １０/１００Mbps(自動切り替え)

¡ル ー テ ィ ン グ 方 式 ： スタティック/ダイナミック(RIP)

¡ユーザーインターフェイス ： 状態表示ランプ：２個(PWR、LAN)

■対応無線通信LANカード

本製品と無線アクセスポイント機能を使って通信する無

線端末には、11Mbps対応弊社製無線通信LANカード

を装着する必要があります。

※定格・仕様・外観等は改良のため予告なく変更する場合があります。

■アンテナ部
¡ア　ン　テ　ナ　形　式 ： ３段コリニアアンテナ

¡ア　ン　テ　ナ　利　得 ： ６dBi

¡イ ン ピ ー ダ ン ス ： ５０Ω

¡定　　在　　波　　比 ： １.５以下

¡コ ネ ク タ ー 形 状 ： N型

¡外　　形　　寸　　法 ： φ１３×４２０mm

¡重　　　　　　　　　　量 ： 約１２０g
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Bridge

ブリッジを参照(☞ P８３)

DHCPサーバー

DHCP(Dynamic Host Configuration

Protocol）は、TCP/IPネットワーク上で、ク

ライアントがサーバーから必要な情報を自動的

に取得するプロトコルです。

DHCPサーバーは、ネットワーク情報として、

“IPアドレス”、“デフォルトゲートウェイ”、“ド

メイン名”などを管理しています。

DHCPサーバー機能を持つ本製品は、DHCPク

ライアント(コンピューター)が起動すると、IPア

ドレスやデフォルトゲートウェイ、DNSアドレ

スなどを割り振ります。

DNS(Domain Name System)

TCP/IPネットワークにおける名前解決サービス

のことです。

DNSにしたがって、ドメインネームサーバーに

コンピューター名やドメイン名を登録して、ド

メインネームサービスを提供しています。

ドメインネームサービスを利用すると、IPアドレ

スなどの数字ではなく、分かりやすいドメイン

名やホスト名で、目的のサイトを指定できます。

ESS ID(Extended Service Set-IDentifier)

無線LANで、複数のネットワークグループを通

信可能なエリア内に形成するときの識別用の名

前です。本製品と通信する無線ネットワークグ

ループは、無線端末を本製品と同じ識別名に設

定します。

Ethernet

ゼロックス社、DEC社、インテル社によって開

発されたLANの通信方式です。使用するケーブ

ルによって、10BASE-T，10BASE-5，

10BASE-2などのタイプがあります。

IP(Internet Protocol)アドレス

TCP/IPプロトコルを使用して、構築されたネッ

トワークにおいて、接続しているすべての機器

を区別するために付ける３２ビットのアドレスで

す。

通常は、８ビットずつ４つに区切って、１０進数

の数字列で表されます。 (例：１９２.１６８.０.１）

また、プライベートIPアドレスは、ネットワー

クの管理者が独自に設定するIPアドレスです。

アドレス管理機関やプロバイダーに、申請を行

う必要はありませんが、以下の規則従って割り

振らなければなりません。

外部のネットワークと接続する場合にはアドレ

ス変換を行い、グローバルIPアドレスに変換す

る必要があります。

次のIPアドレスをプライベートIPアドレスとし

て、自由に使用できます。

クラスA：１０.０.０.０～１０.２５５.２５５.２５５

クラスB：１７２.１６.０.０～１７２.３１.２５５.２５５

クラスC：１９２.１６８.０.０～１９２.１６８.２５５.２５５

LAN(Local Area Network)

同一フロアーや敷地内の比較的小さな規模のネ

ットワークのことです。

MACアドレス

(Media Access Control Address)

個々の有線または無線通信LANカードに設定さ

れている物理アドレスです。

このアドレスは、LANカードの製造メーカーが

世界中で重複しない独自の番号で管理していま

す。Eternetでは、このアドレスを元にしてフレ

ームの送受信をしています。

RIP(Routing Information Protocol)

ルーター間で、経路情報を交換するTCP/IPネッ

トワークで使用されるプロトコルです。

この情報をもとに、ルーターはパケットを正し

い相手に送出します。

SYSLOG

システムメッセージをネットワーク上に出力す

る機能です。

この機能に対応していると、UN IXなどの

SYSLOGサーバーによって、ログ情報を管理で

きます。

TCP/IP

Windows95/98、WindowsNT/2000など、

主要なOSでサポートする現在最も普及したイン

ターネットの基本プロトコルです。

SMTP、FTPなどは、このプロトコルを利用し

ています。

Open Transportを搭載したMacintoshには、

TCP/IPコントロールパネルが標準で搭載されて

います。

URL(Uniform Resource Locator)

インターネット上のホームページなどにアクセ

スするために指定します。

弊社URLは、http://www.icom.co.jp/です。
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WWWブラウザソフト

WWWホームページを閲覧したり、WWWサー

バーを検索に使うアプリケーションです。

アプリケーションには、「Internet Explorer」や

「Netscape Navigator」があります。

10BASE-T(テンベース・ティー)

100BASE-TX(ヒャクベース・ティーエック

ス)

ツイストペアケーブルを使ったEthernetの接続

方式のことです。

10BASE-Tの[10]はEthernetの伝送速度

10Mbpsを、[-T]はツイストペアケーブルをそ

れぞれ表わします。

カテゴリー５のツイストペアケーブルを使用す

れば、100BASE-TＸにも対応できます。

アクセスポイント

有線LANと無線LANを接続する機器の総称で

す。

クライアント

ネットワークにおいて、サーバーに対し情報の

提供などのサービスを要求し、その返答を受け

る端末またはアプリケーションの総称です。

グローバルIPアドレス

IANA(The Internet Assigned Numbers

Authority)から各国の実務機関を通して正式に

与えられるIPアドレスで、インターネット上の

どの機器とも重複するもののない世界で唯一の

アドレスです。

実際には各ドメインに対してネットワーク部の

アドレスが割り当てられ、ホスト部はドメイン

ごとに自由に割り当てることができます。

サブネットマスク

1つのIPアドレスをネットワークアドレスとホス

トアドレスに区別するために使用します。

あるホストのIPアドレスが｢１９２.１６８.０.１｣、

サブネットマスクが｢２５５.２５５.２５５.０｣とする

と、IPアドレスとサブネットマスクを２進数に

して掛け合わせると、ネットワークアドレス｢１

９２.１６８.０.０｣となり、のこり｢１｣がホストア

ドレスになります。

トラフィック

ネットワーク上のパケットの流れやネットワー

クの回線にかかる負荷(データ量)のことです。

トラフィックが大きくなると、データ転送の遅

れやデータ欠落が起こる可能性があります。

ネットワーク

データなどを転送するために、サーバー、ワー

クステーション、コンピューターなどの機器が、

ケーブルや電話回線を介して、通信網と接続さ

れた状態をいいます。

パケット

データが送受信されるときの単位です。

送受信に必要な情報を持つヘッダ部と、送りた

いデータそのものであるデータ部から構成され

ています。

パスワード

ネットワークセキュリティー上、ユーザーがネ

ットワークにアクセスするために入力する鍵と

なる文字列で、パスワードを設定すると、ユー

ザーがあらかじめ設定された文字列を正しく入

力したとき、アクセスが可能になります。

ハブ(Ethernet HUB)

UTPを使用したEthernet(10BASE-Tなど)で

ネットワークを構築するときに必要になる装置

です。10BASE-Tまたは100BASE-TXケーブ

ルを使って本製品と接続します。

100Mbpsで通信をするときは、カテゴリー５

のツイストペアケーブルを使用すると同時に、

HUBも100BASE-TXに対応している必要があ

ります。

フラッシュメモリー

不揮発性メモリー(記憶装置)の一種で、電気的に

書き込み、消去ができます。

本製品では、設定した情報をここに書き込み、

記憶しています。書き込まれた情報は電源を切

っても消えずに保存されます。

ブリッジ

MACアドレス(☞ P８２)レベルでパケットを中継

するネットワーク機器の総称です。

プロトコル

通信で、データの送受信を行うときにしたがう

べき手順の定義です。



MEMO



A-5687G-1J-q © 2000 Icom Inc.

高品質がテーマです。�

本　　　　社　547ｰ0003  大阪市平野区加美南1 1ーｰ32�
北海道営業所　060ｰ0041  札幌市中央区大通東9 1ー4　　　　TEL 011ｰ251ｰ3888�
仙台営業所　983ｰ0857  仙台市宮城野区東十番丁54 1ー　TEL 022ｰ298ｰ6211�
東京営業所　130ｰ0021  東京都墨田区緑1ｰ22 1ー4　　　　　TEL 03ｰ5600ｰ0331�
名古屋営業所　466ｰ0015  名古屋市昭和区御器所通2ｰ24　TEL 052ｰ842ｰ2288�
大阪営業所　547ｰ0004  大阪市平野区加美鞍作1ｰ6ｰ19　TEL 06ｰ6793ｰ0331�
広島営業所　733ｰ0842  広島市西区井口3 1ー 1ー　　             TEL 082ｰ501ｰ4321�
四国営業所　760ｰ0071  高松市藤塚町3 1ー9ｰ43　　　　　　TEL 087ｰ835ｰ3723�
九州営業所　815ｰ0032  福岡市南区塩原4ｰ5ｰ48　　　　　 TEL 092ｰ541ｰ0211
¡サービスについてのお問い合わせは各営業所サービス係宛にお願いします。



■指向特性について
本製品には、図のよう
な指向特性があります。
通信相手との方向が大
きく外れると通信速度
や距離に影響しますの
で、ご注意ください。

■設置条件
AP-1100Hの取扱説
明書(�3-1章)も併せて
ご覧になり、平面アン
テナどうしの場合は、上下方向を含めて互い
が向き合うように設置してください。

■水抜き穴について
図に示す水抜き穴の面が下
になるように取り付けてく
ださい。

■最小曲げ半径
付属のアンテナケーブルは、
最小曲げ半径を100mmに規
定しています。それ以上小さ
く曲げると、本製品の性能に
影響を及ぼすことがあります。

取扱説明書
平面アンテナユニットについて

AP-1100H

このたびは、AP-1100H(平面アンテ
ナタイプ)をお買い上げいただきまして、
まことにありがとうございます。
この取扱説明書は、AP-1100H専用の

平面アンテナユニットについて説明してい
ます。AP-1100Hの取扱説明書と併せて
ご覧ください。

■安全上のご注意

AP-1100Hの取扱説明書(�1章)に記載さ
れている内容を、必ずお読みください。

■設置について

■設置例
次の図のように設置してください。

■標準構成品について

AP-1100Hの構成品に加え、次の内容で構
成されています。
◎平面アンテナユニット……………………1
◎アンテナケーブル(5m) …………………1
◎Vボルト、マストクランプ ……………各1
◎Sワッシャ(M6)、ナット(M6) ………各2

最大通信距離：1km

最大通信距離：0.9km

100R

水抜き穴�

■定　格

¡形　　式：パターンアンテナ
¡利　　得：９dbi
¡指向特性：水平方向±２７ (゚３db減衰幅)

垂直方向±３５ (゚３db減衰幅)
¡定在波比：１.５以下
¡インピーダンス：５０Ω
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■設置のしかた

Vボルト�
マスト�

マスト�
クランプ�

六角ボルト�

Sワッシャー�

ナット�

¡地面に対して、マストが垂直な場合�

�

本体へ� 水抜き穴�アンテナケーブル�

N型コネクター�

水抜き穴�アンテナケーブル�

N型コネクター�本体へ�

Vボルト�

Sワッシャー�

ナット�

マスト�

マスト�
クランプ�

¡地面に対して、マストが水平な場合�

六角ボルト�

■アンテナケーブルの接続

粘着ビニールテープ�
(市販品)

アンテナケーブル�
(付属品)

平面アンテナ�

N型コネクター�

¡N型コネクターへの接続�

AP-1100H
アンテナ�
コネクター�

アンテナ�
ケーブル�

【ご参考】
コネクター部分は防水構造になっています
が、結露や水滴などが直接付着するのを防
ぐために、AP-1100Hと平面アンテナの
N型コネクター部分に粘着ビニールテープ
(市販品)を上から巻くと安心です。
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